
号

令和 6 年 10 月 4 日

殿

学長　小　川　　久　雄

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○

○

（注）  1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

〒８６０－８５５６　熊本市中央区本荘１丁目１番１号

電話（０９６）３４２－２１１１　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和5年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒８６０－８５５５　熊本市中央区黒髪２丁目３９番１号

国立大学法人熊本大学

熊本大学病院

熊本大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

熊大病医事第　１８３

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人熊本大学

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）50 795 845

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

脳神経内科 移植外科 形成外科 リハビリテーション科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

病理診断科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

519 119 546.7 87 0

36 3 36.6 19 70

70 1 70.8 10 0

0 0 0 6 0

30 2 31.2 0 0

786 36 811.4 28 9

0 0 0 0 25

2 0 2 1 287

12 0 12 46 74

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 6 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤752.2

653.8

1397.6

22.7

75.1

676.5

1472.7

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　平井　俊範　　　　　） 任命年月日

・令和３年４月～令和６年３月　医療安全管理委員会委員（医療放射線安全管理責任者）
・令和６年４月～令和６年５月　医療安全管理委員会委員長（熊本大学病院長）
・令和６年６月～  医療の質・安全管理委員会委員長（熊本大学病院長）
・令和６年４月～  医療安全対策に関するカンファレンス議長（熊本大学病院長）

歯科等以外 歯科等 合計

合計

9

10

6

16

22

28

5

303

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 15

88

45

13

24

11

11

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師 医療社会事業従事者



人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

27 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

591 ㎡ （主な設備）

137 ㎡ （主な設備）

518 ㎡ （主な設備）

187 ㎡ （主な設備）

112 ㎡ （主な設備）

1126 ㎡ 室数 室 人

2524 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

14415

19065

1854

17004

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

自動固定包埋装置、自動染色装置、凍結切片作成装置

病理解剖台、臓器写真撮影装置、オートクレーブ

クリオスタット、遠心機、オートクレーブ

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 95.7 逆紹介率 112.1

5

2

収容定員

蔵書数

828

177000

病床数 24310

21

SR

SR

53

汎用自動分析装置、電解質測定装置、HbAlc分析装置

自動塗布装置、薬剤感受性装置、自動染色装置

床面積

共用する室名

SR

SR

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

SR

SR

SR

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
883

SR 人工呼吸装置

152

7

23

390

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

委員の要件
該当状況

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由



○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

西平　淳子
琉球⼤学病院

安全管理対策室
医療安全管理に関する
識見を有する者

1

森髙　啓喜 森髙・吉見法律事務所
法律に関する識見を有
する者

1

馬見塚　まゆみ がんサロンネットワーク
医療を受ける者その他
の医療従事者以外の者

2

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

　熊本大学ホームページによる公表

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

66人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

1

66人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

抗悪性腫瘍剤治療における薬剤耐性遺伝子検査

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

1人

0人

0人

2人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

7

3人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

反復経頭蓋磁気刺激療法　うつ病（急性期において当該療法が実施された患者に係るものであって、薬物
療法に抵抗性を有するものに限る。）

生体肝移植術　切除が不可能な転移性肝がん（大腸がんから転移したものであって、大腸切除後の患者に
係るものに限る。）

先　進　医　療　の　種　類   

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与の併用療法　成人Ｔ細胞白血病リンパ腫（症候を有
するくすぶり型又は予後不良因子を有さない慢性型のものに限る。）

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

術後のカペシタビン内服投与及びオキサリプラチン静脈内投与の併用療法小腸腺がん（ステージがⅠ期、Ⅱ期又はⅢ
期であって、肉眼による観察及び病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

マルチプレックス遺伝子パネル検査　進行再発固形がん（治療法が存在しないもの又は従来の治療法が終
了しているもの若しくは従来の治療法が終了予定のものに限る。）

生体肝移植術 切除が不可能な肝門部胆管がん

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 19 56 血栓性血小板減少性紫斑病 1
2 筋萎縮性側索硬化症 103 57 原発性免疫不全症候群 4
3 脊髄性筋萎縮症 9 58 IgＡ 腎症 98
4 原発性側索硬化症 1 59 多発性嚢胞腎 63
5 進行性核上性麻痺 71 60 黄色靱帯骨化症 35
6 パーキンソン病 236 61 後縦靱帯骨化症 73
7 大脳皮質基底核変性症 21 62 広範脊柱管狭窄症 6
8 シャルコー・マリー・トゥース病 5 63 特発性大腿骨頭壊死症 67
9 重症筋無力症 215 64 下垂体性ADH分泌異常症 24
10 多発性硬化症／視神経脊髄炎 155 65 下垂体性TSH分泌亢進症 5

11
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
52 66 下垂体性PRL分泌亢進症 51

12 封入体筋炎 16 67 クッシング病 13
13 クロウ・深瀬症候群 5 68 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 1
14 多系統萎縮症 64 69 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 55
15 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 116 70 下垂体前葉機能低下症 296
16 ライソゾーム病 21 71 家族性高コレステロール血症（ホモ接合 1
17 副腎白質ジストロフィー 2 72 先天性副腎皮質酵素欠損症 16
18 ミトコンドリア病 23 73 アジソン病 1
19 もやもや病 99 74 サルコイドーシス 113
20 プリオン病 4 75 特発性間質性肺炎 133
21 進行性多巣性白質脳症 1 76 肺動脈性肺高血圧症 50
22 HTLV-1関連脊髄症 23 77 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 37
23 特発性基底核石灰化症 2 78 リンパ脈管筋腫症 9
24 全身性アミロイドーシス 343 79 網膜色素変性症 23
25 遠位型ミオパチー 3 80 バッド・キアリ症候群 2
26 神経線維腫症 54 81 特発性門脈圧亢進症 6

27 天疱瘡 32 82
原発性胆汁性胆管炎

旧病名（原発性胆汁性肝硬変）
87

28 表皮水疱症 2 83 原発性硬化性胆管炎 13
29 膿疱性乾癬（汎発型） 19 84 自己免疫性肝炎 34
30 スティーヴンス・ジョンソン症候群 4 85 クローン病 178
31 中毒性表皮壊死症 3 86 潰瘍性大腸炎 296
32 高安動脈炎 28 87 好酸球性消化管疾患 8
33 巨細胞性動脈炎 8 88 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
34 結節性多発動脈炎 21 89 腸管神経節細胞僅少症 1
35 顕微鏡的多発血管炎 58 90 クリオピリン関連周期熱症候群 1

36 多発血管炎性肉芽腫症 21 91
若年性特発性関節炎

旧病名（全身型若年性特発性関節炎）
12

37 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 32 92 ブラウ症候群 1
38 悪性関節リウマチ 8 93 筋ジストロフィー 40
39 バージャー病 2 94 脊髄空洞症 3
40 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 95 遺伝性ジストニア 5
41 全身性エリテマトーデス 438 96 脳表ヘモジデリン沈着症 3

42 皮膚筋炎／多発性筋炎 268 97
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
7

43 全身性強皮症 301 98 前頭側頭葉変性症 10
44 混合性結合組織病 58 99 先天性無痛無汗症 1
45 シェーグレン症候群 130 100 アイカルディ症候群 1
46 成人スチル病 18 101 神経細胞移動異常症 1
47 再発性多発軟骨炎 5 102 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 9
48 ベーチェット病 92 103 レノックス・ガストー症候群 4
49 特発性拡張型心筋症 112 104 ウエスト症候群 1
50 肥大型心筋症 77 105 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 1
51 拘束型心筋症 1 106 結節性硬化症 16
52 再生不良性貧血 39 107 色素性乾皮症 1
53 自己免疫性溶血性貧血 5 108 先天性魚鱗癬 1
54 発作性夜間ヘモグロビン尿症 14 109 家族性良性慢性天疱瘡 2
55 特発性血小板減少性紫斑病 49 110 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 48

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 特発性後天性全身性無汗症 8
112 眼皮膚白皮症 1
113 弾性線維性仮性黄色腫 2
114 マルファン症候群 5
115 エーラス・ダンロス症候群 3
116 ウィルソン病 9
117 ウェルナー症候群 2
118 プラダー・ウィリ症候群 3
119 22q11.2欠失症候群 1
120 単心室症 1
121 ファロー四徴症 1
122 両大血管右室起始症 1
123 アルポート症候群 1
124 急速進行性糸球体腎炎 9
125 抗糸球体基底膜腎炎 2
126 一次性ネフローゼ症候群 79
127 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 3
128 紫斑病性腎炎 13
129 先天性腎性尿崩症 1
130 オスラー病 15
131 閉塞性細気管支炎 3
132 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 12
133 副甲状腺機能低下症 6
134 偽性副甲状腺機能低下症 2
135 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1
136 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 4
137 フェニルケトン尿症 6
138 プロピオン酸血症 1
139 メチルマロン酸血症 2
140 グルコーストランスポーター1欠損症 1
141 尿素サイクル異常症 3
142 ポルフィリン症 3
143 肝型糖原病 6
144 脳腱黄色腫症 1
145 家族性地中海熱 2
146 強直性脊椎炎 10
147 骨形成不全症 1
148 軟骨無形成症 1
149 リンパ管腫症/ゴーハム病 1
150 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 4
151 後天性赤芽球癆 4
152 エプスタイン症候群 3
153 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 1
154 クロンカイト・カナダ症候群 2
155 総排泄腔遺残 1
156 胆道閉鎖症 14
157 遺伝性膵炎 1
158 ＩｇＧ４関連疾患 7
159 黄斑ジストロフィー 4
160 アッシャー症候群 2
161 好酸球性副鼻腔炎 33
162 シトリン欠損症  2

163
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
4

164 特発性多中心性キャッスルマン病 9
165 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 2

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 165
合計患者数（人） 5799



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・医療ＤＸ推進体制整備加算（医科）

　・特定機能病院入院基本料１．一般病棟　イ　（７対１看護）

　・特定機能病院入院基本料３．精神病棟　ハ　（１３対１看
護）

　・入院栄養管理体制加算

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算2

　・医師事務作業補助体制加算１（２０対１補助体制加算）

　・急性期看護補助体制加算（２５対１　看護補助者５割以上）

　・急性期看護補助体制加算（２５対１　看護補助者５割以上）
（夜間１００対１急性期看護補助体制加算）

　・急性期看護補助体制加算（２５対１　看護補助者５割以上）
（夜間看護体制加算）

　・看護職員夜間１２対１配置加算１

　・ハイリスク分娩管理加算

　・後発医薬品使用体制加算１

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・放射線治療病室管理加算２ 密封小線源による治療の場合

　・緩和ケア診療加算

　・緩和ケア診療加算　個別栄養食事管理加算

　・看護補助加算２（５０対１）（精神病棟）

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１

　・感染対策向上加算１

　・感染対策向上加算１　指導強化加算

　・感染対策向上加算１　抗菌薬適正使用体制加算

　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・データ提出加算２

　・入退院支援加算２

　・入退院支援加算３

　・入院時支援加算

　・精神疾患診療体制加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・精神科急性期医師配置加算２のイ

　・地域医療体制確保加算

　・特定集中治療室管理料２

　・特定集中治療室管理料５

　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料

　・無菌治療室管理加算２

　・放射線治療病室管理加算１ 治療用放射性同位元素によ
る治療の場合

　・総合周産期特定集中治療室管理料
（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料２

　・小児入院医療管理料２に係る加算(プレイルーム加算）

　・医療安全対策加算１ 　・小児入院医療管理料　無菌治療管理加算1

　・栄養サポートチーム加算

　・精神科身体合併症管理加算

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・歯科外来診療環境体制加算２ 　・

　・歯科診療特別対応連携加算 　・

　・医療ＤＸ推進体制整備加算（歯科） 　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・小児入院医療管理料　養育支援体制加算 　・

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料 　・

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・先天性代謝異常症検査

　・外来腫瘍化学療法診療料　連携充実加算 　・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体

　・ニコチン依存症管理料
　・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特
異性同定検査）

　・二次性骨折予防継続管理料３ 　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査（腫瘍細胞を検体とするもの）

　・下肢創傷処置管理料 　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査（血液を検体とするもの）

　・外来放射線照射診療料 　・がんゲノムプロファイリング検査

　・一般不妊治療管理料 　・遺伝学的検査

　・生殖補助医療管理料１ 　・染色体検査 注2 流産検体を用いた絨毛検査

　・二次性骨折予防継続管理料１ 　・骨髄微小残存病変量測定

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

　・婦人科特定疾患治療管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・外来緩和ケア管理料 　・精神科退院時共同指導料2

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・在宅患者訪問看護・指導料

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

　・がん患者指導管理料ロ 　・電子的診療情報評価料

　・がん患者指導管理料ハ 　・医療機器安全管理料１

　・がん患者指導管理料ニ 　・医療機器安全管理料２

　・糖尿病合併症管理料 　・こころの連携指導料(Ⅱ)

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・薬剤管理指導料

　・がん患者指導管理料イ 　・診療情報提供料　検査・画像情報提供加算

　・外来栄養食事指導料の注３ 　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・心臓ペースメーカー指導管理料（遠隔モニタリング加算） 　・ハイリスク妊産婦連携指導料１

　・慢性維持透析患者外来医学管理料 腎代替療法実績加算 　・ハイリスク妊産婦連携指導料２

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料　注２の加算 　・療養･就労両立支援指導料　相談支援加算

　・外来栄養食事指導料の注２ 　・がん治療連携計画策定料

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・センチネルリンパ節生検（片側） 　・集団コミュニケーション療法料

　・画像診断管理加算１ 　・経頭蓋磁気刺激療法

　・画像診断管理加算２ 　・通院・在宅精神療法　療養生活継続支援加算

　・全視野精密網膜電図 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・ロービジョン検査判断料
　・呼吸器リハビリテーション料の初期加算
及び急性期リハビリテーション加算

　・内服・点滴誘発試験 　・がん患者リハビリテーション料

　・脳波検査判断料１
　・脳血管疾患等リハビリテーション料の初期加算
及び急性期リハビリテーション加算

　・神経学的検査 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・補聴器適合検査
　・運動器リハビリテーション料の初期加算
及び急性期リハビリテーション加算

　・皮下連続式グルコース測定 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・長期継続頭蓋内脳波検査
　・心大血管疾患リハビリテーション料の初期加算
及び急性期リハビリテーション加算

　・光トポグラフィー 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・胎児心エコー法 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・ヘッドアップティルト試験 　・外来化学療法加算１

　・人工膵臓検査 　・無菌製剤処理料

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・時間内歩行試験 　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・シャトルウォーキングテスト 　・小児鎮静下MRI撮影加算

　・国際標準検査管理加算 　・コンピューター断層撮影 （ＣＴ撮影）

　・遺伝カウンセリング加算 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・磁気共鳴コンピューター断層撮影 （ＭＲＩ撮影）

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
　・ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた
場合に限る）

　・検体検査管理加算（Ⅰ）
　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥ
Ｔイメージング剤を用いた場合を除く）

　・検体検査管理加算（Ⅳ）
　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥ
Ｔイメージング剤を用いた場合に限る）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ＨＰＶ核酸検出 　・遠隔画像診断

　・ＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）
　・ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた
場合を除く）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）
（同種骨移植（非生体）（同種骨移植（特殊なものに限る）））

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・椎間板内酵素注入療法
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）
（乳房（再建手術）の場合に限る。）

　・乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者）

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術
及び骨悪性腫瘍手術　処理骨再建加算

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１、乳がんセンチネルリンパ
節加算２

　・骨悪性腫瘍、類骨骨腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療
法

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わない
もの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

　・手術の休日加算１、時間外加算１、深夜加算１ 　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・皮膚悪性腫瘍切除術　センチネルリンパ節加算 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・皮膚移植術（死体） 　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・人工膵臓療法 　・植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

　・ストーマ処置　ストーマ合併加算
　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視
鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの）

　・一酸化窒素吸入療法
　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・慢性維持透析濾過加算 　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

　・血漿交換法　注２　難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋
白を呈する糖尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・人工中耳植込術

　・血漿交換法　注３　移植後抗体関連型拒絶反応治療 　・人工内耳植込術

　・人工腎臓　慢性維持透析を行った場合１ 　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

　・導入期加算２ 　・網膜再建術

　・透析液水質確保加算 　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術

　・多血小板血漿処置 　・緑内障手術（流出路再建術（眼内法））

　・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）
　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの） 　・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料
（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る。）

　・内視鏡下脳腫瘍摘出術

　・医療保護入院等診療料
　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装
置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・処置の休日加算１、時間外加算１、深夜加算１ 　・角結膜悪性腫瘍切除術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・認知療法・認知行動療法１ 　・頭蓋内腫瘍摘出術　脳腫瘍覚醒下マッピング加算

　・精神科作業療法 　・内視鏡下脳腫瘍生検術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術（経静脈電極の場合）

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術（心
筋リードの場合）

　・内視鏡的小腸ポリープ切除術

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いる場合又は皮下植込型リー
ドを用いるもの）及び植込型除細動器交換術（その他のもの）

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡支援機器を用いる場
合）

　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術（心筋電極の場合）

　・同種死体小腸移植術

　・経皮的僧帽弁クリップ術 　・腹腔鏡下膵中央切除術

　・不整脈手術　４ 左心耳閉鎖術　ロ　経カテーテル的手術に
よるもの

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・経皮的中隔心筋焼灼術
　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡支援機器を用いる
場合）

　・胸腔鏡下弁置換術 　・生体部分肝移植術

　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・同種死体肝移植術

　・経カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術） 　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）（アテローム切
除アブレーション式血管形成術用カテーテルによるもの）

　・腹腔鏡下肝切除術

　・胸腔鏡下弁形成術
　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び腹腔
鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの））

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び腹腔
鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）） 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法 　・経皮的下肢動脈形成術

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿
孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡に
よるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室ペー
シング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極の場合）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は1肺葉を
超えるものに限る）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除） 　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・経静脈電極抜去術

　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室ペー
シング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電極の場合）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・輸血管理料Ⅰ 　・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・コーディネート体制充実加算 　・入院ベースアップ評価料

　・同種クリオプレシピテート作製術 　・歯科治療時医療管理料

　・体外式膜型人工肺管理料 　・病理診断管理加算２

　・子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者） 　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・医科点数表第２章第１０部手術通則第16号に掲げる手術（胃瘻造
設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。））

　・看護職員処遇改善評価料

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） 　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術
　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
迅速細胞診

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・定位放射線治療

　・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 　・画像誘導密封小線源治療加算

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 　・強度変調放射線治療（IMRT）の１回線量増加加算

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術 　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・高エネルギー放射線治療

　・人工尿道括約筋植込・置換術 　・高エネルギー放射線治療の１回線量増加加算

　・精巣内精子採取術 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・同種死体腎移植術 　・周術期薬剤管理加算

　・生体腎移植術 　・放射線治療専任加算

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 　・外来放射線治療加算

　・腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・レーザー機器加算(医科)

　・腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法 　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・麻酔管理料（Ⅱ）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

　・有床義歯咀嚼機能検査１のロ 　・

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・

　・口腔細菌定量検査 　・

　・有床義歯咀嚼機能検査２のロ 　・

　・咀嚼能力検査 　・

　・精密触覚機能検査 　・

　・咬合圧検査 　・

　・歯科口腔リハビリテーション料２ 　・

　・手術用顕微鏡加算 　・

　・がん患者リハビリテーション料（歯科） 　・

　・口腔粘膜処置 　・

　・手術時歯根面レーザー応用加算 　・

　・手術用顕微鏡を用いた歯根端切除手術 　・

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 　・

　・レーザー機器加算(歯科) 　・

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科） 　・

　・クラウン・ブリッジ維持管理料 　・

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー（１歯につき） 　・

　・う蝕歯無痛的窩洞形成加算 　・

　・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 　・

　・ 　・

　・入院時食事療養費（１） 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 13

剖検率（％） 6.5

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

76回／年

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

200,000 補

委

100,000 補

委

1,700,000 補

委

4,000,000 補

委

4,050,000 補

委

4,200,000 補

委

5,450,000 補

委

23,430 補

委

327,938 補

委

802,024 補

委

2,245,223 補

委

33,293 補

委

1,100,000 補

委

1,599,817 補

委

4,140 補

委

14,117 補

委

1,134,440 補 17 件

委 小計 26,984,422円

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

城野　博史 病院

疲労度遷移ネットワークを用いた子
どもの抗疲労介入因子の同定

上土井　貴子 病院

臨床現場での多重課題における意
思決定要因の解明

松井　邦彦 病院

拘縮と廃用性筋力低下の問題を解
決に導く次世代型療養支援体系の

構築

掃本　誠治

竹本　梨紗 病院

悪性脳腫瘍におけるポリグルタミル
化制御による新規治療法の開発

篠島　直樹 病院

肝移植時の好中球動態と癌転移促
進メカニズムの解析

本田　正樹 病院

尾田　済太郎 病院

仮性認知症としてのLate-onset
AD/HDに関する臨床的研究

佐々木　博之 病院

非コードRNAによる転写活性なクロ
マチン高次構造形成機構の解明

山本　達郎 病院

16

17

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1

2

3

4

5

6

病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

心腎連関におけるインドキシル硫酸
及び産生責任酵素Sult1a1の毒性

学的役割究明

齋藤　秀之 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

腫瘍間質に依存したシェアストレス
抵抗性の獲得と血行性がん転移機

構の解明

石本　崇胤 病院
独立行政法人日本

学術振興会

CYLD依存的形質転換が導く分子
標的薬感受性向上を軸とした治療

不応癌患者への治療提供

独立行政法人日本
学術振興会

microRNA-21の敗血症に対する制
御活性を用いた新たな診断・治療

法の開発

江嶋　正志 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

遺伝子改変マウスを用いた頭頸部
扁平上皮癌動物モデルの作成

伊勢　桃子 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

医療行為の結果を質向上する多施
設共同カイゼン研究デザインの確

立に関する研究

近本　亮 病院
独立行政法人日本

学術振興会

舌癌におけるマクロファージマン
ノースレセプターの発現に関する研

究

独立行政法人日本
学術振興会

膠芽腫における遺伝子「翻訳」調節
機構の解明と治療への応用

山本　隆広 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

逐次近似法再構成冠動脈
C20K07988Tが臨床転帰に与える
影響に関する多施設無作為化比較

試験

尾田　済太郎 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

心臓CTを用いた心筋組織性状評
価：心アミロイドーシス診断ストラテ

ジーの確立

（様式第3）



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

730,168 補

委

450,000 補

委

542,870 補

委

2,326,292 補

委

300,779 補

委

387,567 補

委

1,029,605 補

委

1,766,345 補

委

1,275,340 補

委

3,225,140 補

委

2,791,890 補

委

1,000,834 補

委

1,066,780 補

委

1,000,000 補

委

2,087,673 補

委

2,004,922 補

委

905,554 補 17 件

委 小計 22,891,759円

下東　吉信 病院

肺癌に対する放射線療法と免疫療
法の有効性の関連解析および最適

な治療法の開発

坂田　晋也 病院

ドミノ肝移植レシピエントの心機能評
価を利用した心アミロイドーシス早

期診断法の開発

宇宿　弘輝 病院

髙潮　征爾 病院

ALアミロイドーシスにおける線溶系
マーカーPAPの重要性とメカニズム

解析

上野　志貴子 病院

革新的治療法開発を目指した膵癌
のKRAS遺伝子変異subtypeの網羅

的解析

近本　亮 病院

骨髄異形成症候群に対する治療標
的としてのSALL4の機能的解析

立津　央 病院

浸透圧応答転写因子NFAT5による
腎間質の微小環境と血圧の調節機

序の検討

泉　裕一郎 病院

29

30

31

32

33

34

23

24

25

26

27

28

18

19

20

21

22

神経型ゴーシェー病における新規
の病態解析と治療薬の開発

城戸　淳 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

電子カルテ情報を利用した血液培
養実施状況及び菌血症患者予後の

網羅的解析

岡本　真一郎 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

膵α細胞におけるHSP72によるグル
カゴン分泌調節機構の解明

北野　さやか 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

βラクタム系薬の効果最大化が切り
開く耐性菌の個別MICを活用した感

染症治療新展開

尾田　一貴 病院
独立行政法人日本

学術振興会

4次元コーンビームCTを利用した体
内線量分布計算システムの確立

独立行政法人日本
学術振興会

粒子状物質による急性心筋梗塞や
院外心停止の発症および発症メカ

ニズムの解明

小島　淳 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

食物繊維サプリメントによる腸内細
菌叢と代謝産物TMAO、動脈硬化

改善効果の検討

松澤　泰志 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

呼吸器疾患におけるXa因子阻害薬
の出血リスク因子の解析

濱田　昌平 病院
独立行政法人日本

学術振興会

手根管症候群手術症例を対象とし
たアミロイドーシスの早期発見に関

する研究

独立行政法人日本
学術振興会

成人T細胞白血病におけるプロウイ
ルス、ゲノム解析に関連する免疫学

的研究

野坂　生郷 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

抗糖尿病効果を発揮する熱ストレス
応答経路の多臓器間クロストーク解

明

近藤　龍也 病院
独立行政法人日本

学術振興会



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,300,763 補

委

296,832 補

委

1,928,890 補

委

1,097,299 補

委

900,000 補

委

661,214 補

委

1,274,788 補

委

1,380,983 補

委

3,053,560 補

委

1,032,810 補

委

969,808 補

委

1,510,831 補

委

902,490 補

委

4,114,033 補

委

1,675,820 補

委

50,000 補

委

1,489,481 補 17 件

委 小計 23,639,602円

吉井　大貴 病院

山本　正啓 病院

HAO1とビタミンDシグナルを介した
後縦靱帯骨化症の病態解明と治療

法の開発

谷脇　琢也 病院

網羅的遺伝子解析に基づいた膵癌
に対する新規バイオマーカー及び

分子標的治療の開発

中川　茂樹 病院

花谷　聡子 病院

左室リバースリモデリングを目指した
HFrEFの新規治療ガイド指標の確

立

花谷　信介 病院

非アルコール性脂肪肝炎に伴うサ
ルコペニアの対策及び予後予測

マーカーの開発

瀬戸山　博子 病院

早産児血液炎症マーカーと母体情
報の組み合わせによる胎児炎症反

応症候群評価法の開発

岩井　正憲 病院

子どもの生活習慣改善に導く個別
化研究

上土井　貴子 病院

47

48

49

50

51

41

42

43

44

45

46

35

36

37

38

39

40

独立行政法人日本
学術振興会

革新的治療法開発を目指した食道
胃接合部腺癌の網羅的ゲノム解析

原田　和人 病院
独立行政法人日本

学術振興会

胆管発生と胆汁うっ滞性障害肝の
病態進展におけるSOX9関連シグナ

ル経路の機能解析

独立行政法人日本
学術振興会

麻酔薬による脳虚血患者周術期の
血液脳関門の機能変化の解明と治

療応用

賀耒　泰之 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

治療抵抗性口腔癌に対するmt-
tRNA修飾を標的とした新たな治療

戦略の構築

高橋　望 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

全ゲノム関連解析による免疫チェッ
クポイント阻害剤の有害事象予測因

子の同定

宮本　英明 病院
独立行政法人日本

学術振興会

拡張不全心不全(HFpEF)における
新規線維化関連因子の関与の検討

独立行政法人日本
学術振興会

強皮症関連肺高血圧症における病
態細分化と治療反応群の特定につ

いての検討

平川　今日子 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

HIV-1タンパク質とRNAによるウイル
ス粒子形成メカニズムの解明

中村朋文 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

スキルス胃がん間質ダイバーシティ
の解明と治療標的の創出

石本　崇胤 病院
独立行政法人日本

学術振興会

マクロファージ増殖抑制を介した
GPR43による糖尿病心筋症発症抑

制の検討

独立行政法人日本
学術振興会

小血管の老化から解明するトランス
サイレチンアミロイドーシスの病態

三隅　洋平 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

100,000 補

委

1,363,157 補

委

996,436 補

委

1,100,000 補

委

950,000 補

委

2,041,010 補

委

1,876,676 補

委

1,280,387 補

委

715,220 補

委

1,315,989 補

委

2,282,337 補

委

900,000 補

委

904,280 補

委

757,234 補

委

1,459,426 補

委

2,488,866 補

委

2,422,580 補 17 件

委 　計　　 　計小計 22,953,598円

山本　英一郎 病院

吉田　直矢 病院

クローン性造血を介した炎症性免疫
疾患の機序の解明

平田　真哉 病院

糸球体機能における恒常性維持と
その破綻の分子基盤解明

森永　潤 病院

梶原　伸宏 病院

疾患マーカーとしての爪中
microRNAの検討

伊方　敏勝 病院

患者検体由来膠芽腫オルガノイド
培養による膠芽腫個別化治療法の

開発

竹﨑　達也 病院

網羅的ゲノム・エピゲノムプロファイ
リングによる表在型食道癌新規リス

ク因子の検索

具嶋　亮介 病院

65

66

67

68

59

60

61

62

63

64

53

54

55

56

57

58

52
高齢心不全患者のフレイルに対す

る鉄補充療法の効果の検証

松澤　泰志 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

酪酸菌製剤と免疫チェックポイント
阻害剤を併用した新規肺がん治療

戦略の開発

冨田　雄介 病院
独立行政法人日本

学術振興会

血管内皮機能に着目した肺動脈性
肺高血圧症への新たな治療法確立

のための研究

独立行政法人日本
学術振興会

セリンプロテアーゼによる尿濃縮メカ
ニズムの解明

安達　政隆 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

HIV感染におけるケモカイン受容体
の動態解析とその多量体形成を標

的とした薬剤開発

中田　浩智 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

妊娠糖尿病における血管内皮障害
メカニズムの解明　DPP-4阻害薬の

治療戦略

杉田　道子 病院
独立行政法人日本

学術振興会

食道癌手術後の呼吸器合併症減少
を目指した革新的リスク評価法の確

立

独立行政法人日本
学術振興会

加齢による音声障害に対するSirt1
を介した新たな治療法の開発

宮丸　悟 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

口腔癌の可塑的エピゲノム機構の
解明

中元　雅史 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

頭頸部癌の緩和的放射線治療にお
ける臨床レディオミクス治療効果予

測システムの開発

甲斐　祐大 病院
独立行政法人日本

学術振興会

糖尿病性腎症における低血糖誘導
ミトコンドリア由来活性酸素種の寄

与解析

独立行政法人日本
学術振興会

エネルギー代謝補酵素に着目した
胆道癌･膵癌化学療法抵抗性機序

の解明

長岡　克弥 病院
独立行政法人日本

学術振興会



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

2,089,484 補

委

1,929,655 補

委

1,200,000 補

委

1,000,000 補

委

2,210,018 補

委

343,856 補

委

2,537,834 補

委

2,300,180 補

委

1,088,051 補

委

1,159,821 補

委

1,905,343 補

委

1,100,000 補

委

1,000,000 補

委

650,000 補

委

859,134 補

委

1,400,000 補

委

700,000 補 17 件

委 小計 23,473,376円

中川　輝政 病院

新規デバイスを用いた血液内
cfDNA解析による食道癌化学放射

線療法の効果予測

山﨑　明 病院

坂田　純基 病院

マクロファージのヘモグロビン処理と
卵巣チョコレート嚢胞の炎症・発が

んとの関連

楠木　槙 病院

HBZ-宿主タンパク質結合のATL発
がん機序における役割の解明

樋口　悠介 病院

城戸　淳 病院

インドキシル硫酸の産生・蓄積阻害
による慢性腎臓病血栓塞栓症に対

する予防戦略の確立

成田　勇樹 病院

生命予後因子CYLDの病態解析を
突破口とした難治性卵巣癌の新規

薬物療法の開発

三宅　俊介 病院

生物学的製剤を用いた粘液栓に対
する治療アプローチの確立

穴井　盛靖 病院

83

84

85

77

78

79

80

81

82

71

72

73

74

75

76

69

70

独立行政法人日本
学術振興会

低分子化合物で誘導したヒト肝前駆
細胞を用いた先天性肝代謝疾患モ

デルの創出

稲田　浩気 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

皮膚悪性腫瘍におけるcell-free
DNAの解析

澤村　創一郎 病院
独立行政法人日本

学術振興会

急性腎障害に対するセリンプロテ
アーゼを標的とした新規治療法の

開発

独立行政法人日本
学術振興会

腰椎椎間板変性メカニズムにおける
アミロイドタンパク沈着の影響の解

析

中村　孝幸 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

ヒト早発卵巣不全の発症に関わる減
数分裂制御遺伝子の探索

小寺　千聡 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

災害時の洗面所環境・機能確保の
ための事業継続計画とその実践に

関する研究

内藤　久貴 病院
独立行政法人日本

学術振興会

利尿薬スピロノラクトンの口腔癌治
療への応用および新規治療法の開

発

独立行政法人日本
学術振興会

メラノーマに対する4-1BBL遺伝子
改変iPS細胞を用いた細胞医薬開

発

栗山　春香 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

がん免疫の個人差をリンパ節マクロ
ファージの観点から明らかにする

塩田　拓也 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

ATTRwt型心アミロイドーシスの心房
性不整脈に対するアブレーション治

療法の確立

金澤　尚徳 病院
独立行政法人日本

学術振興会

血漿Lyso-Gb3と血管内皮細胞解析
を駆使した新しいファブリー病診断

システムの構築

独立行政法人日本
学術振興会



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,300,000 補

委

1,500,000 補

委

1,400,000 補

委

1,200,000 補

委

700,000 補

委

400,000 補

委

1,000,000 補

委

1,200,000 補

委

1,200,000 補

委

800,000 補

委

1,100,000 補

委

900,000 補

委

500,000 補

委

900,000 補

委

1,200,000 補

委

1,500,000 補

委

1,900,000 補 17 件

委 小計 18,700,000円

宮本　佳奈 病院

遺伝子改変iPS細胞由来ミエロイドラ
インを用いた進行期メラノーマの免

疫療法

宮下　梓 病院

甲斐　恵太郎 病院

カルシウムとミトコンドリアの形態制
御は口腔癌における治療抵抗性に

関与するのか？

川原　健太 病院

分子基盤に基づいた HPV 関連子
宮頸部腺癌の治療選択基準の提唱

－子宮温存のために

三上　芳喜 病院

古田　陽輝 病院

脳髄膜リンパ管に着目した、ATTR
型脳アミロイド血管症の病態解析

野村　隼也 病院

長期高脂肪食負荷によるインスリン
抵抗性と肝線維化におけるマクロ

ファージ増殖の意義

前田　沙梨恵 病院

101

102

95

96

97

98

99

100

89

90

91

92

93

94

86

87

88

尿中セリンプロテアーゼによる
ENaC、AQP2活性化機序の解明と

臨床応用

柿添　豊 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

内在性Scx/Sox9共陽性細胞の動員
促進を介した腱板修復促進治療の

開発

徳永　琢也 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

加齢による腱板修復能の低下メカニ
ズムの解析および腱板修復促進治

療への応用

唐杉　樹 病院
独立行政法人日本

学術振興会

転写因子Stat3の阻害薬の大規模ス
クリーニングと慢性炎症及び関節破

壊の治療法の確立

独立行政法人日本
学術振興会

生体イメージングと網羅的解析によ
るミトコンドリア面からみた緑内障と

その治療法探索

瀧原　祐史 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

乳癌における治療後免疫微小環境
の変化と新たな標的分子の探索

宮里　祐子 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

乳癌術前内分泌療法の効果予測因
子の臨床的意義と機能解析

後藤　理沙 病院
独立行政法人日本

学術振興会

膠芽腫における免疫微小環境の理
解と新たな標的分子の探索

独立行政法人日本
学術振興会

高齢者の小径線維ニューロパチー
に潜む野生型ATTRアミロイドーシス

の解析

中原　圭一 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

地域在住高齢者における脳脊髄液
動態の加齢性変化とその臨床的意

義

日髙　洋介 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

口腔細菌・代謝物解析による食道
癌内視鏡切除後再発・頭頚部癌重

複の新規危険因子同定

松野　健司 病院
独立行政法人日本

学術振興会

デジタルオミクス・空間的シングルセ
ル解析による痔瘻先行型クローン病

診断体系の探索



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

800,000 補

委

1,100,000 補

委

900,000 補

委

600,000 補

委

1,900,000 補

委

700,000 補

委

900,000 補

委

1,800,000 補

委

9,652 補

委

1,200,000 補

委

1,100,000 補

委

1,800,000 補

委

1,900,000 補

委

2,000,000 補

委

2,100,000 補

委

1,100,000 補

委

1,800,000 補 17 件

委 小計 21,709,652円

金澤　早織 病院

血栓形成能及び鎮静深度を用いた
心房細動治療後の無症候性脳塞栓

予測モデルの開発

金子　祥三 病院

腫瘍微小環境の空間的オミックス解
析を用いた肝細胞癌に対する複合

免疫療法の効果予測

德永　尭之 病院

嶋田　圭太 病院

B型慢性肝炎治癒を齎すと思われる
E-CFCP等のリン酸化効率・細胞内

滞留等の解析

青木　宏美 病院

全身性強皮症におけるcircRNAの
役割の解明

島田　秀一 病院

岩本(髙島)　明日香 病院

中咽頭扁平上皮癌におけるYes-
associated protein1(YAP1)の機能

解析

齋藤　陽元 病院

新規視床下部タンパクSRPX2がくも
膜下出血後の視床下部障害に果た

す役割の解明

岳元　裕臣 病院

119

113

114

115

116

117

118

107

108

109

110

111

112

103

104

105

106

独立行政法人日本
学術振興会

Exodomal miRNA・細菌叢解析が拓
く肝癌免疫関連有害事象予測バイ

オマーカーの確立

楢原　哲史 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

肺線維化を修飾する"腸肺軸(the
gut-lung axis)"を解明するための基

盤研究

岡林　比呂子 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

NAP1L4を標的とした新規短鎖核酸
を用いたメラノーマに対する治療開

発

水橋　覚 病院
独立行政法人日本

学術振興会

皮膚悪性腫瘍の悪性化メカニズム
の解明

独立行政法人日本
学術振興会

HTLV-1感染造血幹細胞の細胞分
化異常とATL発癌機序の解明

古田　梨愛 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

miR-222のβ細胞増殖制御機序の
解析と糖尿病病態マーカーとしての

意義

小野　薫 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

大腸癌の抗腫瘍免疫における
ニュートリエピジェネティクスについ

て

大内　繭子 病院
独立行政法人日本

学術振興会

肝障害・再生時における好中球サ
ブタイプの時空間的変化と変換機

構の解明

独立行政法人日本
学術振興会

子宮頸部分葉状頸管腺過形成の悪
性化リスク評価のための網羅的分子

遺伝学的解析研究

川上　史 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

毛様体無色素上皮細胞のCD44経
路と眼圧制御に関する研究

松村　智世 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

口腔扁平上皮癌に特有な腫瘍微小
環境における抗腫瘍免疫応答の解

明



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,055,886 補

委

1,500,000 補

委

1,700,000 補

委

1,100,000 補

委

1,100,000 補

委

100,000 補

委

600,000 補

委

800,000 補

委

400,000 補

委

3,000,000 補

委

16,246 補

委

62,991 補

委

50,967 補

委

863,005 補

委

67,692 補

委

7,997 補

委

63,000 補 17 件

委 小計 12,487,784円

野坂　生郷 病院

アミロイド線維の立体構造解析から
紐解くTTRアミロイドーシスの病態解

明

水谷　浩徳 病院

身体機能と認知機能の虚弱状態に
おける遺伝子発現制御基板の解明

と新規評価法 の開発

吉浦　和宏 病院

小篠　史郎 病院

指標等を活用した地域の実情に応
じた肝炎対策均てん化の促進に資

する研究

瀬戸山　博子 病院

スモンに関する調査研究

中原　圭一 病院

１型糖尿病におけるイプラグリフロジ
ン補助療法による腎機能変化の検

討

小野　薫 病院

線維化腫瘍に対する複合がん免疫
療法の効果予測バイオマーカー確

率

石本　崇胤 病院

131

132

133

134

135

136

125

126

127

128

129

130

120

121

122

123

124

血中循環腫瘍細胞の力覚応答に基
づくクローン選択メカニズムの解明と

治療法の開発

前城　学 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

分娩のエピゲノム記憶に基づいた
子宮頸管熟化機構の解明

中村　美和 病院
独立行政法人日本

学術振興会

独立行政法人日本
学術振興会

口腔扁平上皮癌におけるIGF1Rを
起点とした放射線耐性機構解明と

新規治療法の開発

竹下　尚志 病院
独立行政法人日本

学術振興会

厚生労働省

輸血医療の安全性向上のための
データ構築研究

米村　雄士 病院

厚生労働省

「HTLV-1 総合対策」推進における
キャリア対策の基盤整備と適正な研
究開発の推進に資する包括的評価

と提言のための研究

厚生労働省

肝炎ウイルス検査受検率の向上及
び受診へ円滑につなげる方策の確

立に資する研究

瀬戸山　博子 病院

厚生労働省

厚生労働省

「E-CFCPによる肝内cccDNA減衰・
枯渇効果のメカニズム解析」

青木　宏美 病院 国立研究開発法人
国立国際医療研究

センター

国立研究開発法人
国立精神・神経医
療研究センター

再発又は難治性の成人T細胞白血
病・リンパ腫に対するニボルマブの

第Ⅱ相医師主導治験

野坂　生郷 病院
国立大学法人鹿児

島大学

デュシェンヌ型筋ジストロフィーを対
象とした新たな患者レジストリを構築
するための研究（Remudy-DMD）

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

進展型小細胞肺癌患者に対する初
回治療カルボプラチン/エトポシド/
アテゾリズマブ併用両方の実地診

療における有効

坂田　晋也 病院
公立大学法人和歌
山県立医科大学

国立大学法人長崎
大学

医師主導治験の実施（症例登録及
びプロトコル遂行）

山口　宗影 病院
国立大学法人千葉

大学



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

2,411,237 補

委

400,000 補

委

2,219,928 補

委

2,209,091 補

委

500,000 補

委

250,000 補

委

25,240,000 補

委

1,000,000 補

委

3,900,000 補

委

3,900,000 補

委

4,500,000 補

委

3,900,000 補

委

4,900,000 補

委

6,100,000 補

委

5,400,000 補

委

5,400,000 補

委

5,200,000 補 17 件

委 小計 77,430,256円

石本　崇胤 病院

中村　太志 病院

HTLV-1水平感染の動向と検査法・
検査体制の整備

野坂　生郷 病院

リボソームの新機軸・リプログラミング
能を突破口としたがん幹細胞に対

する従来にない治療薬の創製

城野　博史 病院

149

150

151

152

153

143

144

145

146

147

148

137

138

139

140

141

142

国立研究開発法人
科学技術振興機構

B型肝炎再活性化に対する、費用
対効果に優れた予防および治療法

の開発

野坂　生郷 病院
国立大学法人九州

大学

シングルセル・マルチオミックス解析
による線維化シグナルセットワーク

の全貌解明

国立大学法人九州
大学

新規作用型抗真菌薬の開発

中村　朋文 病院
国立大学法人九州

大学

国立大学法人長崎
大学

アグレッシブ成人T細胞白血病リン
パ腫を対象とした全国一元化レジス

トリ・バイオレポジトリ研究

野坂　生郷 病院 国立研究開発法人
国立がん研究セン

ター

国立大学法人東京
大学

北部九州における分散型臨床試験
のための医療機関ネットワーク構築
と倫理審査の効率化を目指した研

究

野坂　生郷 病院
国立大学法人佐賀

大学

統合型ヘルスケアシステムの構築

ATTRアミロイドーシスを真に克服す
る病態解明とアミロイド・クリアランス
療法

植田　光晴 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

カルシウム・リン代謝制御からの骨
恒常性および老化制御

宮本　健史 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

消化器癌の革新的治療法開発を目
指したハダカデバネズミ腸内細菌の
マルチオミクス解析

馬場　秀夫 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

ヒトT細胞白血病ウイルス1型がコー
ドするHBZによる発がん機構の解明

松岡　雅雄 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

ライソゾーム栄養感知機構を標的と
したNASH肝がん抑止を目指した創
薬研究

田中 靖人 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

リゾリン脂質代謝障害を基盤としたう
つ病の層別化および新規抗うつ薬
の革新的開発

竹林　実 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

褐色脂肪活性化因子による筋代謝
調節機序の解明とバイオマーカーと
しての意義

荒木　栄一 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

HTLV-1による免疫疲弊・ATL発が
んの分子機構解明と治療ワクチンの
開発

安永　純一朗 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

脳腫瘍の免疫血管微小環境と放射
線画像radiomics解析の融合を基に
した新規治療開発

武笠　晃丈 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

4,800,000 補

委

800,000 補

委

600,000 補

委

300,000 補

委

1,100,000 補

委

300,000 補

委

700,000 補

委

400,000 補

委

900,000 補

委

900,000 補

委

500,000 補

委

1,200,000 補

委

1,300,000 補

委

900,000 補

委

1,100,000 補

委

1,200,000 補

委

1,000,000 補 17 件

委 小計 18,000,000円

167

168

169

170

161

162

163

164

165

166

155

156

157

158

159

160

154
胎盤形成不全に対する先制医療開
発のための基盤研究

近藤 英治 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

腎細胞癌におけるMicroRNA-204-
5pおよびTRPM3の機能解析

倉橋 竜磨 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

Sirt7によるIRE1アセチル化を介した
HFpEF病態形成機構の解明

山村　智 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

ドラッグ・リポジショニングによる
LPA1受容体を標的とした新規抗う
つ薬の開発

梶谷　直人 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

細胞移植による内耳有毛細胞再生

竹田　大樹 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

EOB-MRIとディープラーニングを用
いたHCC切除後の予後予測システ
ムの確立

中川　雅貴 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

人工知能を用いて多層検出器CT
画像より疑似的なMR画像を作成す
る研究

中浦 猛 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

新規エピゲノム解析技術による新し
いHBV-cccDNA制御メカニズムの
解明

渡邊　丈久 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

心房細動治療前心臓CTによる心筋
組織性状評価：撮像・評価法確立と
臨床的意義の解明

木藤　雅文 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

空間的遺伝子発現解析が拓くCdh1
介在性の炎症性発癌機構の解明と
新規予防戦略

直江　秀昭 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

栄養環境がもたらすエピゲノム制御
変化の解明に基づく肝発癌増殖進
展の制御

佐々木　裕 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

褐色脂肪組織再生に関与する臓器
間連関因子の分子機序の解明

阪口　雅司 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

腫瘍微小環境の制御を目指したiPS
細胞由来マクロファージ療法

福島　聡 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

西洋型食生活に関連する腸内フ
ローラによる発癌リスクとそのメカニ
ズム解明

有馬　浩太 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

褐色脂肪細胞活性調節におけるマ
クロファージの役割の解明

瀬ﾉ口 隆文 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

FusobacteriumによるNOD/NF-κB
を介した食道癌進展機序の解明

野元　大地 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

ドラッグリポジショニングによる腫瘍
微小環境を標的とした革新的治療
法の開発

小澄　敬祐 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

200,000 補

委

1,000,000 補

委

1,300,000 補

委

900,000 補

委

900,000 補

委

500,000 補

委

1,200,000 補

委

1,300,000 補

委

2,000,000 補

委

1,100,000 補

委

1,200,000 補

委

700,000 補

委

500,000 補

委

1,100,000 補

委

1,000,000 補

委

1,300,000 補

委

1,000,000 補 17 件

委 小計 17,200,000円

185

186

187

179

180

181

182

183

184

173

174

175

176

177

178

171

172
Xp11.2転座腎細胞癌多段階発がん
機構の解明

神波　大己 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

周術期心筋傷害の分子機序の解明
と制御法の検討

平田 直之 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

エクソソームによる前転移ニッチ形
成を標的とした口腔がん転移の革
新的治療法開発

吉田　遼司 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

緑内障術後創傷治癒におけるエピ
ゲノム変化とメモリー効果に関する
研究

井上　俊洋 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

HTLV-1 Taxの間歇的発現に伴うエ
ピゲノム変容および発がん機構解
明

栗田 大輔 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌の免疫チェックポイ
ント阻害薬耐性機序の解明と新規
治療戦略

永田　将士 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌における放射線耐
性機構解明とスルファサラジン併用
療法の有効性の検討

中嶋　光 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

緑内障術後創傷治癒過程における
MCP-1/CCR2の役割の解明

小島　祥 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

胎児腸管免疫プライミングを標的と
した脳および腸の機能障害の発生
機序の解明

近藤 英治 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

インスリン受容体β鎖と転写因子
FoxK1/2の核内共移行機序と標的
遺伝子の解析

荒木　栄一 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

海馬アストロサイトに着目した電気け
いれん療法の作用機序解明

朴 秀賢 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

大腸癌に対する革新的治療戦略構
築を目指した患者体組成に関する
網羅的解析

徳永　竜馬 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

急性心筋梗塞におけるLAG-3の関
連性の解明

藤末　昂一郎 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

統合的MRI解析を用いたCOVID-
19神経学的後遺症に関する脳病態
解明

上谷 浩之 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

心内微小環境に着目したトランスサ
イレチン型心アミロイドーシス病態解
明

辻田　賢一 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

トレハロースによる腸-脳-心連関の
解明

荒木　智 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

腫瘍関連マクロファージをターゲット
とした小細胞肺癌の新規治療戦略

入來　豊久 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,100,000 補

委

1,100,000 補

委

1,000,000 補

委

1,000,000 補

委

900,000 補

委

1,000,000 補

委

2,000,000 補

委

1,300,000 補

委

1,000,000 補

委

1,100,000 補

委

1,100,000 補

委

1,100,000 補

委

1,900,000 補

委

1,900,000 補

委

1,700,000 補

委

500,000 補

委

1,500,000 補 17 件

委 小計 21,200,000円

メカノセレクション仮説から迫る循環
腫瘍細胞クラスターの特性解明

神力　悟 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

MYCとPGC1αが制御する癌代謝と
腫瘍免疫を標的とした新規肝細胞
癌治療法の開発

北野　雄希 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

総合的血栓形成能を用いたDOACs
内服患者の塞栓症/出血性合併症
予測モデルの開発

伊藤　美和

203

204
糖尿病性腎臓病における糸球体病
変形成機序解明を目指した細胞連
関の解析

197

198

199

200

201

202

191

192

193

194

195

196

188

189

190

自己免疫性肺胞蛋白症に対する全
肺洗浄の作用機序を理解するため
の基盤研究

坂上　拓郎 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

細胞性免疫による急性腎障害進展
機序に果たすMRP8の役割

桒原　孝成 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

糖尿病性腎症進展抑制を目指した
エクソソーム阻害薬投与効果の検
討

水本　輝彦 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

がんーストローマ代謝物クロストーク
による膵癌進展メカニズムの解明

北村　文優 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

膵腺房細胞におけるインスリン作用
の意義と新規糖代謝調節機序の解
明

福田 一起 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

胃切除後の血糖変動を考慮した個
別化栄養介入によるダンピング症候
群の克服

井田　智 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

肝細胞癌切除新鮮組織からの細胞
分離による腫瘍免疫細胞クロストー
クの解明

遊佐 俊彦 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

肉腫の転移に関わる免疫微小環境
を標的とした新規治療法の開発

白石　大偉輔 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

非小細胞肺癌における腫瘍関連好
中球浸潤の分子メカニズムとその臨
床的意義の解明

池田　公英 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

線維柱帯細胞の圧ストレス応答と房
水流出抵抗の関係

藤本　智和 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

マクロファージのITAMシグナルを介
したインプラントへの生体応答制御

岡元　信和 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

肝癌におけるC5aRとPD-L1阻害剤
との相互作用を介した革新的治療
の開発

甲斐田　剛圭 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

新規免疫治療標的やバイオマー
カー同定のための胃癌腹膜播種の
動的免疫微小環境の解析

山下　晃平 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

藤本 大介 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,800,000 補

委

700,000 補

委

1,800,000 補

委

1,600,000 補

委

1,300,000 補

委

1,000,000 補

委

1,000,000 補

委

1,300,000 補

委

600,000 補

委

700,000 補

委

900,000 補

委

1,400,000 補

委

1,200,000 補

委

1,000,000 補

委

1,200,000 補

委

1,500,000 補

委

1,000,000 補 17 件

委 小計 20,000,000円

tRNA 修飾酵素CDKAL1による糸球
体足細胞機能制御の分子メカニズ
ム解明

永芳 友 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

219

220

221

217

218

大腸癌に対するがん免疫療法にお
ける革新的治療予測バイオマー
カーの探索

清住　雄希

215

216

生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

211

212

213

214

209

210

アセトアミノフェンの鎮痛機序の解
明

中村 真吾 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

205

206

207

208

上皮性卵巣癌の治療過程における
マクロファージ制御の有用性に関す
る検討

坪木　純子 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害薬投与時
の栄養管理に関する研究

猿渡　功一 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

F. nucleatumによる大腸癌進展と鉄
代謝の関連

山根　大侍 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

定量的磁化率マッピングを用いた膠
芽腫の免疫微小環境の画像化の開
発

平井 俊範 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

脊髄性筋萎縮症とポンペ病の遺伝
子解析とELISA法を用いた早期診
断治療体制の確立

中村　公俊 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

DPP4によるM2マクロファージ分極
化抑制と動脈硬化進展の機序解明

松村　剛 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

遺伝子改変iPS由来ミエロイドライン
と免疫チェックポイント阻害薬併用
療法の開発

木村　俊寛 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

糖・アミノ酸代謝シフトによる膵がん
代謝制御機構の解明

伊東山 瑠美 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

メソトレキサート耐性中枢神経原発
悪性リンパ腫に対する新規治療標
的の探索

藤本　健二 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

口腔がんの転移制御実現のための
革新的診断法・治療法の開発

山名　啓介 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌における抗腫瘍
ウィルスを用いた新規治療開発に関
する研究

郷原　俊輔 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

リキッドバイオプシーを用いた膵癌
個別化治療のための腹膜播種予測
miRNAパネルの開発

山村　謙介 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

転移性脳腫瘍に対する定位放射線
治療の新たな試みBED-basedSRT
におけるLQCmodelの導入

大屋　夏生 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

遺伝子改変マウスを用いたグルタル
酸尿症の病態解析

松本　志郎 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会



1  研究費補助等の実績

金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（様式第3）

1,200,000 補

委

1,400,000 補

委

700,000 補

委

700,000 補

委

1,300,000 補

委

1,200,000 補

委

1,300,000 補

委

1,200,000 補

委

2,300,000 補

委

1,000,000 補

委

1,200,000 補

委

1,800,000 補

委

1,900,000 補

委

1,800,000 補

委

700,000 補

委

1,100,000 補

委

1,900,000 補 17 件

委 小計 22,700,000円

235

236

237

238

231

232

233

234

227

228

229

230

225

226

222

223

224

皮膚悪性腫瘍におけるリキッドバイ
オプシー臨床応用への基盤確立

梶原　一亨 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

脳常在型マクロファージのCD36を
介した殺腫瘍作用による再発悪性
神経膠腫の新規治療

植川　顕 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

ヒト原発性性腺機能不全の原因探
索

大場　隆 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

スマートホスピタルに実装する脳神
経疾患急性期患者の状態急変監視
システムの開発

浜崎　禎 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

ポンペ病の新生児スクリーニングに
おける乳児型ポンペ病のリスク評価
システムの構築

澤田 貴彰 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

HTLV-1の適応進化不全による
ATL発がん機構の解明と新規治療
薬の探索

七條 敬文 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

革新的治療法開発を目指したサル
コペニアと腫瘍免疫の統合的解析

大德 暢哉 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

膠芽腫におけるtRNA修飾機構の解
明と新たな治療アプローチの創造

山本 隆広 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

全身性強皮症の皮膚線維化に関与
する長鎖ノンコーディングRNAの機
能解明

牧野 雄成 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

切除不能な肝門部領域胆管癌に対
する生体肝移植で治癒に至る分子
生物学的特性の解明

日比　泰造 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

Scx発現細胞を標的としたACL再建
術後移植腱の早期再靭帯化につい
ての研究

舛田　哲朗 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

エキソソームmiRNAによる房水循環
の制御

髙橋　枝里 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

超解像技術を活用した小児CTの被
ばく線量最適化

永山 泰教 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

新型コロナウイルス感染症による急
性心筋梗塞の病態および循環器救
急診療へ及ぼす影響

石井 正将 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

Fusobacteriumが癌関連線維芽細
胞と関連して消化器癌へ及ぼす影
響のメカニズム解析

岡留　一雄 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

3Dプリンターを用いた実践的かつ
量産可能な手術トレーニングキット
の作成

沼口　亮介 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

酪酸によるエピゲノム変化を介した
口腔癌の進展機序の解明と新規治
療法の創出

永尾　優果 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会
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金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類
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3,000,000 補

委

1,000,000 補

委

2,017,000 補

委

3,850,000 補

委

17,600,000 補 5 件

委 小計 27,467,000円

243 件

合計 376,837,449円

(注) 1

2

3 　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元
又は委託元を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主な
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　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入する
こと。

243

241

242

239

240

修飾ヌクレオシドが織りなす生体制
御と腎不全に伴う変化から紐解く新
規心腎連関機序

向山　政志 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

医師の労働時間短縮のための手法
に関する検討

馬場　秀夫 生命科学研究部

厚生労働省

トランスサイレチン型心アミロイドー
シスにおけるタファミジス長期投与
の経時変化

九山 直人 生命科学研究部
独立行政法人

日本学術振興会

多彩な自然災害発災時における循
環器病発症・再発予防に資する注
意喚起ツールの開発

辻田　賢一 生命科学研究部

厚生労働省

厚生労働省

新生児スクリーニング対象疾患等の
先天代謝異常症の成人期にいたる
診療体制構築と提供に関する研究

中村　公俊 生命科学研究部



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号
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1 Others

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

小計　５

雑誌名・
出版年月等

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

 Sakagami T 呼吸器内科
Evolution of asthma
treatment goals.

Respir Investig. 2023
May;61(3):333-334.

Mito R, Iriki
T, Fujiwara
Y, et al.

呼吸器内科

Onionin A inhibits
small-cell lung cancer
proliferation through
suppressing STAT3
activation induced by
macrophages-derived
IL-6 and cell-cell
interaction with
tumor-associated
macrophage.

Hum Cell. 2023
May;36(3):1068-1080

Tomita Y,
Sakata S,
Imamura K,
et al.

呼吸器内科

Association of
Clostridium
butyricum Therapy
Using the Live
Bacterial Product
CBM588 with the
Survival of Patients
with Lung Cancer
Receiving
Chemoimmunotherap
y Combinations.

Cancers (Basel). 2023 Dec
21;16(1):47.

Anai M,
Saruwatari K,
Imamura K,
et al.

呼吸器内科

Negative impact of
ratio of the
microvascular area to
tumor area on the
response to EGFR-
TKI in non-small cell
lung cancer with an
EGFR mutation.

J Thorac Dis. 2024 Feb
29;16(2):1151-1160.

Hamada S,
Muramoto K,
Akaike K, et
al.

呼吸器内科

The impact of factor
Xa inhibitors on
bleeding risk in
patients with
respiratory diseases.

Sci Rep. 2024 Feb
19;14(1):4039.

（様式第3）



6 Original Article

7 Case report

8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

小計　５

Kugiyama N,
Hashigo S,
Nagaoka K,
et al.

消化器内科

Clinical usefulness of
inside stents in
anastomotic biliary
strictures after liver
transplantation.

DEN Open. 2023 Oct
27;4(1):e305.

Fukase H,
Honda M,
Miyamoto H,
et al.

消化器内科

Narrow-band imaging
with magnification for
the diagnosis of
colorectal adenoma in
a patient with
Cronkhite-Canada
syndrome.

DEN Open. 2023 Jun
15;4(1):e257.

Waki K,
Matsuno K,
Miyamoto H,
et al.

消化器内科

Pharyngeal
endoscopic
submucosal
dissection for a
pyriform sinus lesion
extending beyond the
arytenoid to the
vocal folds.

Endoscopy. 2023 Dec;55(S
01):E242-E243.

Fujimoto N,
Nagaoka K,
Tatsuno I, et
al.

消化器内科

Wavelength
dependence of
ultraviolet light
inactivation for
SARS-CoV-2
omicron variants.

Sci Rep. 2023 Jun
15;13(1):9706.

Furuta Y,
Gushima R,
Naoe H, et
al.

消化器内科

Possible Association
of Mutations in the
MEFV Gene with the
Intestinal Phenotype
of Behçet's Disease
and Refractoriness to
Treatment.

J Clin Med. 2023 Apr
26;12(9):3131.



11 Original Article

12 Original Article

13 Original Article

14 Original Article

15 Original Article

小計　５

Matsuno K,
Miyamoto H,
Shono T, et
al.

消化器内科

Efficacy of a new
traction method using
ring-shaped thread
for endoscopic
submucosal
dissection in the
pharynx.

Esophagus. 2023
Apr;20(2):256-263.

Nagaoka K,
Bai X, Liu D,
et al.

消化器内科

Elevated 2-
oxoglutarate
antagonizes DNA
damage responses in
cholangiocarcinoma
chemotherapy
through regulating
aspartate beta-
hydroxylase.

Cancer Lett. 2024 Jan
1;580:216493.

Setoyama H,
Nishida N,
Nagashima S,
et al.

消化器内科

Dried blood spot-
based host genome
analysis technique
targeting pathological
associations with
hepatitis B:
Development and
clinical application in
the Cambodian
population.

Hepatol Res. 2023
Dec;53(12):1147-1155.

Shichijo T,
Yasunaga JI,
Sato K, et al.

血液・膠原病・感染症内科

Vulnerability to
APOBEC3G linked to
the pathogenicity of
deltaretroviruses

Proc Natl Acad Sci U S
A.2024 Mar
26;121(13):e2309925121.

Yamada A,
Yasunaga JI,
Liang L, et
al.

血液・膠原病・感染症内科

Anti-HTLV-1
immunity combined
with proviral load as
predictive biomarkers
for adult T-cell
leukemia-lymphoma.

Cancer Sci. 2024
Jan;115(1):310-320.



16 Review

17 Original Article

18 Original Article

19 Original Article

20 Original Article

小計　５

Yasunaga JI. 血液・膠原病・感染症内科

Viral, genetic, and
immune factors in the
oncogenesis of adult
T-cell
leukemia/lymphoma.

Int J Hematol. 2023
Apr;117(4):504-511.

Kawano Y,
Kim K, Min
CK, et al.

血液・膠原病・感染症内科

Isatuximab Plus
Carfilzomib and
Dexamethasone in
East Asian Patients
with Relapsed
Multiple Myeloma:
Updated IKEMA
Subgroup Analysis

Clin Lymphom Myeloma
Leuk.2023
Oct;23(10):e360-e367.

Furuta R,
Tatetsu H,
Yasunaga JI,
et al.

血液・膠原病・感染症内科

Waldenstrom's
macroglobulinemia-
like B cell lymphoma
with MYD88 L265P
mutation and
t(14;18)(q32;q21)
involving IGH-
MALT1.

Leuk Res Rep
. 2023 Aug 28:20:100389.

Hirano T,
Tatetsu H,
Ueno S, et al.

血液・膠原病・感染症内科

Significant response
of patients with
transformed follicular
lymphoma with rapid
disease progression
to CAR-T therapy.

J Clin Exp Hematop
. 2023 Dec 26;63(4):266-
269.

Shichijo T,
Tatetsu H,
Nosaka K, et
al.

血液・膠原病・感染症内科

Robust prognostic
value of histologic
transformation in
patients with early
progression of
follicular lymphoma.

Leuk Lymphoma.2023
Oct;64(10):1706-1710.



21 Original Article

22 Original Article

23 Original Article

24 Original Article

25 Case report

小計　５

Tatetsu H,
Higuchi Y,
Shichijo T, et
al.

血液・膠原病・感染症内科

Prophylactic effect of
tixagevimab-
cilgavimab on
COVID-19 infection
and death in Japanese
patients with B cell
lymphoma.

Int J Hematol.2023
Aug;118(2):303-305.

Tatetsu H,
Watanabe M,
Liu J, et al.

血液・膠原病・感染症内科

Dissecting the cell of
origin of aberrant
SALL4 expression in
myelodysplastic
syndrome

Clin Transl Med.　2023
Aug;13(8):e1327.

Nakamura T,
Okumura M,
Takamune N,
et al.

血液・膠原病・感染症内科

Conversion of
raltegravir carrying a
1,3,4-oxadiazole ring
to a hydrolysis
product upon pH
changes decreases its
antiviral activity.

PNAS Nexus.2023
 Dec 18;3(1):pgad446.

Mizuhashi Y,
Hirata S,
Sakata K, et
al.

血液・膠原病・感染症内科

Overlap syndrome
involving anti-OJ
antibody-positive
polymyositis,
systemic lupus
erythematosus and
Sjogren's syndrome:
A case report and
literature review.

Mod Rheumatol Case Rep.
2023 　Jun 19;　7(2):399-
403.

Izumi Y, Date
R, Mizumoto
T, et al.

腎臓内科

A case of chyluria
with nephrotic-range
proteinuria caused by
lymphatic
malformation, leading
to a diagnosis of
Klippel–Trenaunay
syndrome

'CEN case rep. 2023 May
;12(2):205209



26 Original Article

27 Review

28 Original Article

29 Review

30 Original Article

小計　５

Miyasato Y,
Hanna RM,
Miyagi T, et
al.

腎臓内科

Associations of
interdialytic weight
gain in the long
intervals with
mortality and residual
kidney function
decline

Hemodial Int. 2023
Jul;27(3):326-338

Fujimoto D,
Kuwabara T,
Mukoyama
M.

腎臓内科

Need to continue or
discontinue RAS
inhibitors as CKD
stage advances? Any
alternative?

Hypertens Res. 2023
Aug;46(8):2048-2050

Morinaga J,
Kashiwabara
K, Torigoe D,
et al.

腎臓内科

Plasma ANGPTL8
Levels and Risk for
Secondary
Cardiovascular
Events in Japanese
Patients With Stable
Coronary Artery
Disease Receiving
Statin Therapy

Arterioscler Thromb Vasc
Biol. 2023
Aug;43(8):1549-1559

Yoshikazu
Miyasato ,
Masashi
Mukoyama

腎臓内科

More delicate blood
pressure management
in patients with
chronic kidney
disease: is lower not
the better?

Hypertensins Res. 2023
Dec;46(12):2757-2758

Fukami H,
Morinaga J,
Nakagami H,
et al.

腎臓内科

Efficacy and safety in
mice of repeated,
lifelong administration
of an ANGPTL3
vaccine

NPJ Vaccines. 2023 Nov;8
（１）：168



31 Review

32 Review

33 Case report

34 Original Article

35 Original Article

小計　５

Mukoyama
M, Kuwabara
T

腎臓内科

Pre-dialysis blood
pressure and
cardiovascular
mortality in Japan:
need for much
stricter control?

Hypertens Res. 2024
Mar;47(3):811-812

Sakaguchi M* 代謝内科学

Adipose tissue
plasticity and insulin
signaling in the
pathogenesis of type
2 diabetes.

Diabetology Int. 2023 Dec
18;15(1):28-33,

Murata Y,
Haneda M,
Miyakawa N,
et al.

代謝内科学

A Case of
Autoimmune
Polyglandular
Syndrome Type 3
Complicated with
IgG4-related Disease.

Intern Med. 2024 Feb  1;
63(3):425-431.

Yamamoto E,
Usuku H,
Sueta D, et
al.

循環器内科

Efficacy and Safety of
Esaxerenone in
Hypertensive
Patients with Left
Ventricular
Hypertrophy (ESES-
LVH) Study: A
Multicenter, Open-
Label, Prospective,
Interventional Study.

Adv Ther.
2024Mar;41(3):1284-
1303.

Ishii M,
Marume K,
Nakai M, et
al.

医療情報経営企画部、循環
器内科

Risk Prediction Score
for Cancer
Development in
Patients With Acute
Coronary Syndrome.

Circ J. 2024Jan
25;88(2):234-242.



36 Original Article

37 Original Article

38 Original Article

39 Original Article

40 Original Article

小計　５

Otsuka Y,
Ishii M, Ikebe
S, et al.

医療情報経営企画部、循環
器内科

BNP level predicts
bleeding event in
patients with heart
failure after
percutaneous
coronary
intervention.

Open Heart. 2023Dec.
7;10(2):e002489(オンライ
ン)

Kuyama N,
Kaikita K,
Ishii M, et al.

循環器内科

Periprocedural
Thrombogenicity
Change Is Associated
with Subclinical
Leaflet Thrombosis
Progression in
Patients Undergoing
Transcatheter Aortic
Valve Implantation.

Circ Rep.2023
Nov30;5(12):450-458.

Tsujita K,
Yokote K,
Ako J, et al.

循環器内科

Efficacy and Safety of
Pitavastatin/Ezetimib
e Fixed-Dose
Combination vs.
Pitavastatin: Phase
III, Double-Blind,
Randomized
Controlled Trial.

J Atheroscler Thromb.
2023Nov 1; 30(11):1580-
1600.

Takashio S,
Morioka M,
Ishii M, et al.

循環器内科

Clinical
characteristics,
outcome, and
therapeutic effect of
tafamidis in wild-type
transthyretin amyloid
cardiomyopathy.

ESC Heart Fail. 2023Aug
10;10(4):2319-2329.

Takashio S，
Kato T,
Tashima H,
et al.

循環器内科、整形外科

Prevalence of cardiac
amyloidosis in
patients undergoing
carpal tunnel release
with amyloid
deposition.

Circ J. 2023Jul
25;87(8):1047-1055.



41 Original Article

42 Original Article

43 Original Article

44 Original Article

45 Original Article

小計　５

Ikebe S, Ishii
M, Otsuka Y,
et al.

医療情報経営企画部、循環
器内科

Impact of heart
failure severity and
major bleeding events
after percutaneous
coronary intervention
on subsequent major
adverse cardiac
events.

Int J Cardiol Cardiovasc
Risk Prev.
2023Jun25;18:200193.(オ
ンンライン)

Usuku H,
Yamamoto E,
Sueta D, et
al.

中央検査部、循環器内科

Usefulness of
automatic assessment
for longitudinal strain
to diagnose wild-type
transthyretin amyloid
cardiomyopathy.

Int J Cardiol Heart Vasc.
2023Jun 22; 47:101227.

Kawahara Y,
Kanazawa H,
Takashio S,
et al.

循環器内科

Clinical,
electrocardiographic,
and
echocardiographic
parameters
associated with the
development of
pacing and
implantable
cardioverter-
defibrillator indication
in patients with

Europace. 2023May
19;5(5):105

Ishii M,
Kaikita K,
Yasuda S, et
al.

医療情報経営企画部、循環
器内科

Risk prediction score
for clinical outcome
in atrial fibrillation
and stable coronary
artery disease.

Open Heart.
2023May;10(1):
e002292.(オンライン)

Usuku H,
Yamamoto E,
Sueta D, et
al.

中央検査部、循環器内科

Prognostic value of
right ventricular
global longitudinal
strain in patients with
immunoglobulin light-
chain cardiac
amyloidosis.

Eur Heart J Open.
2023May
9;3(3):oead048.(オンライ
ン)



46 Others

47 Others

48 Others

49 Others

50 Others

小計　５

Ikebe S, Ishii
M, Otsuka Y,
et al.

医療情報経営企画部、循環
器内科

Current Overview of
Diagnostic and
Treatment Strategies
for Ischemia with
Non-obstructive
Coronary Artery
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理絵　他

皮膚科・形成外科
外陰部犬咬傷により
両側精巣欠損をきた
した1例

日本形成外科学会雑誌
2023.12,43(12) 739-744

金子彰良,梶
原一亨,田中
憲一郎　他

皮膚科・形成外科

セクキヌマブ投与中
に潰瘍性大腸炎を生
じた尋常性乾癬の1
例

臨床皮膚科
2023.06,77(7)509-512

Hidetaka
Arita, Ryoji
Yoshida,
Mayumi
Hirayama

歯科口腔外科
下顎歯肉癌に重複し
Virchow転移を認めた
子宮頸癌の1例

日口外誌 69(5): 260-265,
2023.05



31 Case report

32 Review

33 Case report

34 Case report

小計　４

　計 34 件

(注) 1

2 　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。

全身麻酔中に無脈性
心室頻拍を来した人
工膝関節置換術の1
症例

 麻酔 72巻10号
933-937(2023.10)

三角 雅裕，
増田 一樹，
宮川 雄介

神経精神科

レビー小体病の関与
が疑われECTが有効
であった治療抵抗性・
不耐性の老年期うつ
病の一例

精神科治療学，
38(9);1093-1097，2023.09

Hashimukai
K, Ishihara
M, Kakinuma
H, et al

病理部
耳下腺に発生した分
泌癌の１例

J. Kyushu-Okinawa Soc.
Clin. Cytol. 54：55-60、
2023.08

平田直之 麻酔科
レミマゾラムを使いこ
なそう. 心臓血管麻酔

臨床麻酔 47巻8号
911-916(2023.09)

松原 光希,
宮崎 直樹,
大石 将之
他

麻酔科



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

研究者、研究責任者、研究部長及び病院長の責務 

人を対象とする生命科学・医学系研究倫理審査申請の受付から審査までの業務手順 

研究開始から終了に係る業務手順 

研究の倫理、研究実施に必要な知識および技術に関する教育・研修 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年10回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

熊本大学大学院生命科学研究部等医学系研究利益相反委員会の設置 

臨床研究に係る利益相反申告書の提出 

委員会による審査結果、指導・勧告、異議申し立て、情報開示 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年690回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１回 

 ・研修の主な内容 

   臨床研究について ～「観察研究」と「介入研究」の違い～ 

   「指針を遵守する研究」と「法律を遵守する研究」について 

   臨床研究を実施する上での注意点 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

・英語論文の抄読会 

・新患カンファレンス 

・手術カンファレンス 

・病理カンファレンス 

・画像診断カンファレンス 

・リサーチカンファレンス 

・症例検討会 

・実習トレーニング 

・スキルアップセミナー 

・各種勉強会 

・教員レクチャー など 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        172.750人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

坂上 拓郎 呼吸器内科 教授 26年  

田中 靖人 消化器内科 教授 32年  

安永 純一朗 血液内科 教授 28年  

安永 純一朗 膠原病内科 教授 28年  

向山 政志 腎臓内科 教授 40年  

窪田 直人 糖尿病・代謝・内分泌内科 教授 29年  

辻田 賢一 循環器内科 教授 25年  

植田 光晴 脳神経内科 教授 24年  

福井 寿啓 心臓血管外科 教授 29年  

鈴木 実 呼吸器外科 教授 34年  

宮本 裕士 消化器外科 准教授 25年  

山本 豊 乳腺・内分泌外科 教授 32年  

日比 泰造 小児外科 教授 25年  

日比 泰造 移植外科 教授 25年  

神波 大己 泌尿器科 教授 31年  

近藤 英治 婦人科 教授 25年  

中村 公俊 小児科 教授 33年  

近藤 英治 産科 教授 25年  

宮本 健史 整形外科 教授 35年  

福島 聡 皮膚科 教授 25年  

増口 信一 形成外科 講師 25年  

井上 俊洋 眼科 教授 25年  

折田 頼尚 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教授 27年  



中山 秀樹 歯科口腔外科 教授 27年  

平井 俊範 画像診断・治療科 教授 34年  

大屋 夏生 放射線治療科 教授 36年  

竹林 実 神経精神科 教授 31年  

武笠 晃丈 脳神経外科 教授 29年  

平田 直之 麻酔科 教授 23年  

田中 靖人 中央検査部 教授 32年  

入江 弘基 救急部 教授 28年  

三上 芳喜 病理部 教授 33年  

安永 純一朗 感染免疫診療部 教授 28年  

宮本 健史 リハビリテーション部 教授 35年  

松井 邦彦 

地域医療・総合診療実践学

寄附講座（地域医療支援セ

ンター） 

教授・センター長 34年 総合診療 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

【薬剤部】 

職員研修を目的として、定期的に新薬説明会、薬の勉強会、薬剤管理指導検討会、病棟

業務関連研修等を開催している。 

  【看護部】 

    教育理念・教育方針のもと、毎年院内教育計画を策定し、実施している。 

【中央検査部】 

    特定機能病院として高度な臨床検査体制を構築するため、別紙の研修を実施しており、

臨床検査の精度保証の向上に努めている。 

【中央放射線部】 

    特定機能病院としての高度な救急医療や高精度な放射線治療に対応できるよう、研修を

実施している。 

  【ＭＥ機器センター】 

特定機能病院として高度で特に研修が必要な機器について、1年間の計画を立て研修を実

施している。ＭＥ機器センターが実施している機種は、以下の5機種である。 

1）人工心肺装置及び補助循環装置 

2）人工呼吸器 

3）血液浄化装置 

4）除細動器 

5）閉鎖式保育器 

     

 ・研修の期間・実施回数 

【薬剤部】      別紙（１）のとおり 

【看護部】      別紙（２）のとおり 

【中央検査部】    別紙（３）のとおり 

【ＭＥ機器センター】 別紙（４）のとおり 

【中央放射線部】   別紙（５）のとおり 
   

 ・研修の参加人数 

【薬剤部】      別紙（１）のとおり 

【看護部】      別紙（２）のとおり 

【中央検査部】    別紙（３）のとおり 

【ＭＥ機器センター】 別紙（４）のとおり 

【中央放射線部】   別紙（５）のとおり 

 

 

 

 



② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容・・・「個人情報保護」、「院内感染対策」、「医療安全管理」及び「医療

機器の安全な使用について」について、医療業務に携わる上で、各職員が必ず習得してお

くべき基本的かつ重要な事項について周知徹底させる 

 ・研修の期間・実施回数・・・令和５年４月３日（月） 外 

   ※採用者があり次第、随時実施 

 ・研修の参加人数・・・３１４名 

   （内訳：４月１日採用者１２２名、中途採用者１３０名、復職者６２名） 

    

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 



別紙（１）

令和5年度の実績 【薬剤部】

1
2023年度育児休業取得後の復

職者に対する集中講義
令和5年4月1日(土) ～ 令和6年3月31日(日) 復職時1日間 2名

2
2023年度新採用職員に対する

集中講義・研修
令和5年4月1日(土) ～ 令和6年3月31日(日)

随時
採用後
3日間

7名

3 薬剤管理指導検討会 令和5年4月1日(土) ～ 令和6年3月31日(日) 10回 268名

4
病棟薬剤業務スキルアップ研

修
令和5年4月1日(土) ～ 令和6年3月31日(日) 10回 242名

5
病院薬剤師業務フォローアッ

プ研修会
令和5年4月1日(土) ～ 令和6年3月31日(日) 3回 18名

6 新薬説明会 令和5年4月1日(土) ～ 令和6年3月31日(日) 26回 679名

7 くすりの勉強会 令和5年4月1日(土) ～ 令和6年3月31日(日) 4回 61名

8 医療安全研修 令和4年4月1日(金) ～ 令和5年3月31日(金) 10回 496名

9
熊本大学病院薬剤部・地域医

療連携研修会
令和5年4月1日(土) ～ 令和6年3月31日(日) 2回 保険薬局外部を含め90名

実施回数 参加数

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

４　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

NO 研　修　名 期間



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間

新規採用者
オリエンテーション

2023年度新規採用者
2022年度中途採用者
（2023年4月採用者）

病院・看護部の組織と機
能を学び、看護師としての
心構えを習得できる

病院・看護部の組織・方針、病棟
と各部門との関係、看護支援シス
テムの概念および看護記録、院内
教育、医療業務及び関係法令、
病院全体の組織、就業規則、中
央部門の看護関連部門、接遇

講義
e-ラーニング

4/3（月）～4/7
（金）

医療の質・安全管理
部、感染制御部、事務
職員、看護部、教育支
援室、中央部門看護師

長

東病棟12階多目的ホール

新規採用者：70
人

中途採用者：4名
（一部参加）

26時間25分

社会人としての基本姿勢と
コミュニケーションⅠ

2023年度新規採用看
護師

１）社会人として自覚と責
任ある行動が取れる
２）社会人として「報告・連
絡・相談」を実施できる
３）組織における役割、心
構えを理解する

1）社会人としての心構えと組織に
おける役割
2）コミュニケーションのとり方
3）専門職業人としての基本的姿
勢と態度
4）医療者にとって必要な接遇に
ついて

講義
グループワーク

4/4（火）
10:10～12:10

看護教育支援室
牛島輝美看護師長

東病棟12階多目的ホール 70人 ２時間

病院長講話
2023年度新規採用看

護師

熊本大学病院の理念、目
標を共通理解し、目標に
向かって行動できる

熊本大学病院の理念・方針 講義
4/4（火）

14：15～14：45
熊本大学病院病院長

馬場秀夫先生
東病棟12階多目的ホール 70人 30分

看護倫理
2023年度新規採用看

護師

看護者の倫理とは何かを
理解し、日常の看護ケア
の中で看護師としてどのよ
うに行動すべきかを学ぶ

１）看護者の倫理綱領
２）看護ケアにおける倫理的問題
実践事例の検討

講義
グループワーク

4/5（水）
9：40～11：40

がん看護専門看護師
岡本泰子看護師長

東病棟12階多目的ホール 71人 ２時間

新人看護師のためのバイタルサイン
測定研修

2023年度新規採用看
護師

１）バイタルサインの意義
が理解できる
２）バイタルサイン測定の
正しい手技を獲得できる
３）臨床実践に活かすこと
ができる

１）バイタルサインの意義
２）バイタルサイン測定

講義
演習

4/5（水）
13：00～14：30

看護教育支援室
上坂智子

東病棟12階多目的ホール 70人 １時間30分

現場における医療安全
2023年度新規採用者
2022年度中途採用者

医療安全管理に関する基
本的な考え方を理解する

組織における医療安全
講義
演習

4/6（木）
8：30～10：30

熊本大学病院ＧＲＭ
森山嘉子看護師長

東病棟12階多目的ホール 70人 ２時間

研修名

基
礎
研
修



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

メンタルヘルス研修
2023年度新規採用看

護師

メンタルヘルスとは何かを
知り、自身の心の健康状
態に気づきストレスに対応
できる

１）ストレスとメンタルヘルス不調
２）セルフケア（ストレス対処法、考
え方のくせなど）
３）話すことの効果

講義
グループワーク

4/6（木）
10：40～11：40

医療の質・安全管理部
臨床心理士

一美奈緒子先生
東病棟12階多目的ホール 70人 １時間

感染対策基礎研修
2023年度新規採用看

護師

感染対策の基本を理解
し、感染予防のための手
指衛生と個人防護具の着
脱の実践ができる

１）院内感染対策の基本
２）標準予防策と感染経路別予防
策
３）針刺し・血液体液曝露防止対
策
４）医療廃棄物の分別方法・取り
扱い方法
５）演習（個人防護具の着脱方法・
手指消毒）

講義
演習

小テスト

4/7（木）
8:30～12:00

藤本陽子
手塚美奈

吉田真由美
感染管理認定看護師

東病棟12階多目的ホール 70人 ３時間30分

情報システム関連
パソコン操作研修 2023年度新規採用者

ＫＡＩＪＵの基本操作を学
び、日常業務に活用でき
る

・ＫＡＩＪＵの基本操作
・診療録参照のデモンストレーショ
ン
・操作演習
・サイボーズの掲示板、共有フォ
ルダBの閲覧方法とメールの送受
信方法

講義
演習

4/11（火）～4/13
（木）

部署にて
2時間程度

看護情報リンクナース 各部署 70名 ２時間

新規採用看護師基礎研修
（注射与薬・輸液ポンプ）

2023年度新規採用看
護師

１）注射与薬のプロセスを
理解し、実践に活かす
2）輸液ポンプ・シリンジポ
ンプの原理と使用方法を
理解し、実践に活かす

注射与薬プロセスおよび輸液ポン
プ・シリンジポンプ使用方法

講義
演習

4/15（土）
8:00～16:45

各部署の副看護師長、
実地指導者

看護部安全対策委員
会

東病棟12階多目的ホール
各部署演習室

新規採用者
70人

指導者61人
（副看護師長23
人、実地指導者

38人）

７時間45分

看護記録基礎研修
（STEP1）

2023年度新規採用者
の新卒看護師

看護記録の意義と重要性
を理解し、観察した患者状
態を記録できる

・看護記録の目的、意義の講義
・写真を用いた事例の看護記録
記載
・研修生と指導者（看護情報リンク
ナース）で討議を行い、回答例を
用いた振り返りの実施

e-ラーニング
演習

4/19（火）
部署にて

1時間

野田道代看護師長、
看護情報委員

各部署 63名 １時間

基
礎
研
修



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

糖尿病看護基礎研修
2023年度採用看護師
（任期付看護師除く）

糖尿病に対する知識・技
術を身につけ、安全な看
護が提供できる

・糖尿病とは
・インスリン療法の基礎知識
・糖尿病治療薬について
・糖尿病看護とリスクマネージメン
ト
・実技演習

講義
演習

4/27（木）
全体講義

8:30～10:00
演習

・10：10～11：20
・11：30～12：40
・13：00～14：10
いずれかの時間

に参加

藤本美枝糖尿病看護
認定看護師

日本糖尿病療養指導
士13名

東病棟12階多目的ホール
患者多目的室
セミナー室２
セミナー室３

66人 ２時間40分

心電図モニター基礎研修
2023年度新規採用看

護師

心電図モニタ使用時の取
り決めと安全な管理につ

いて理解できる

１）セントラルモニターとベッドサイ
ドモニター、送信機について
２）心電図モニターとナースコール
の連動について
３）心電図モニター装着時の取り
決めについて
４）心電図モニター装着中の管理
について

e-ラーニング
部署での演習

５月11日(木）～５
月19日(金)

安全対策委員会 各部署 69人 ２時間

IV基礎研修
2023年度新規採用看
護師（任期付看護師

除く）

・安全な静脈注射を実施
するための知識、基本的
な技術・態度を習得する
・本院の静脈注射実施基
準を理解し、倫理的側面
を考慮した行動がわかる
・静脈注射に必要な薬理
作用・解剖生理を理解し
実践にいかすことができる
・静脈注射に必要な安全・
感染管理の知識を習得
し、実践に活用できる
緊急時の報告・連絡がで
きる

・静脈注射実施基準と法的責任・
教育計画
・静脈注射に必要な解剖・生理
・看護師に必要な薬理作用の基
礎知識
・静脈注射に必要な緊急時の看
護
・静脈注射に必要な感染管理
・静脈注射に必要な安全管理

講義（e-ラーニ
ングを含む）
筆記試験

6/1（木）
9：00～15：40

脳神経内科
植田明彦先生

薬剤部部長
齋藤秀之先生

業務委員会
感染管理認定看護師

藤本陽子看護師長
医療の室・安全管理部

GRM
森山嘉子看護師長

救急看護認定看護師
村上志穂副看護師長

東病棟12階多目的ホール 70人 ５時間40分

基
礎
研
修



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

社会人としての基本姿勢とコミュニ
ケーションⅡ

2023年度新規採用看
護師

１）社会人として自覚と責
任ある行動が取れる
２）社会人として「報告・連
絡・相談」を実施できる
３）組織における役割、心
構えを理解する

1）看護職としての社会人基礎力と
は
2）看護部理念をふまえた社会人
としての基本姿勢について

講義
グループワーク

6/15（木）
10：40～12:00

看護教育支援室
牛島輝美看護師長

東病棟12階多目的ホール 67人 １時間

メンタルヘルスフォローアップ・
新人ピアカウンセリング研修

2023年度新規採用看
護師

1）自分が抱えているストレ
スの存在を認知する
2）考え方の傾向を知り、客
観的に物事を認知してい
く力を身に付ける
3）ピアカウンセリングを行う
ことで、リアリティショックを
緩和する

・現在のストレス度チェック
・ストレスの現れ方とその対処方法
・３ヶ月間の振り返り
・気持ちの共有

講義
グループワーク

6/20（月）
８：30～10：30

熊本大学病院　医療の
質・安全管理部

臨床心理士
一美奈緒子先生

東病棟12階多目的ホール 67人 ２時間

ＰＮＳ研修
2023年度新規採用看

護師

ＰＮＳ（パートナーシップ・
ナーシング・システム）に
ついて正しく理解し臨床実
践看護に活かすことができ
る

・ＰＮＳの基本
・パートナーシップ理論とは
・パートナーシップ・マインドの3つ
の心
・パートナーシップに必要な3要素

講義
グループワーク

７/７（金）
14:00～16:00

パートナーシップ・シス
テム・マネジメント

代表　上山香代子先生
東病棟12階多目的ホール 67人 ２時間

看護記録基礎研修
「情報収集の仕方と整理

（ステップⅡ）

2023年度新規採用看
護師

看護過程の概念を学び、
NANDA-Iの13領域にそっ
た情報収集と整理ができ
る

・看護過程とは
・NANDA-Iの13領域にそった情
報収集の仕方と整理
・グループワーク（ペーパーペイ
シェント事例を用いた情報の整
理）

講義
グループワーク

7/14（金）
13:00～16:45

野田　道代看護師長
（看護情報委員会)

東病棟12階多目的ホール 43名 ３時間45分

基
礎
研
修



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

フィジカルアセスメント基礎研修/BLS
研修 2023年度新規採用看

護師

【フィジカルアセスメント基
礎研修】
１）フィジカルイグザミネー
ション技術を修得し正常と
異常のアセスメントができ
る
２）呼吸・循環・意識・腹部
のフィジカルアセスメントに
必要な知識を学ぶ

【BLS研修】
１）一次救命処置の概要を
理解し技術を修得する
２）AEDを正しく理解し、使
用できる

・フィジカルアセスメント基礎研修
１）問診・視診・触診・聴診に必要
な講義
２）フィジカルイグザミネーション技
術の演習
３）シミュレーションを活用した正常
と異常の判断
・BLS研修
１）BLS・AEDに関する講義
２）シミュレーターを使用しBLS・
AEDの演習

講義
演習

グループワーク

8/25（金）
8/28（月）
8/29（火）

（いずれか１日に
参加）

8:00～16:45

集中ケア認定看護師
田中貴子副看護師長

救急看護認定看護師
村上志穂看護師長

中央診療棟7階　総合臨床
研修センター

カンファレンス室・演習室
66人 ７時間45分

つなげよう！
コミュニケーションの輪

2023年度採用の看護
部・薬剤部・医療技術

部職員

チーム内でのコミュニケー
ションの必要性について
理解し、部署でのチーム
実践に活かす

「チームの鎖」を行いチーム内で
のコミュニケーションについて考え
る

講義
グループワーク

7/14（金）
17：15～18：00

近本亮
（医療の質・安全管理部

長）
東病棟12階多目的ホール

47名
（看護部30名、
中央検査部6

名、
中央放射線部4

名、
薬剤部8名）

45分

新人看護師のためのメンタルヘルス
フォローアップ研修

2023年度 新規採用
看護師

自己のストレスに気づき、
ストレスに対する対処力を
高めることができる

職場におけるメンタルヘルス対策
講義

グループワーク
演習

10/13（金）　13：
30～16：30

福岡女学院看護大学
准教授

白井ひろ子先生
東病棟12階多目的ホール 63人 2時間30分

新人研修
「看護の中の気づき
～患者から学ぶ～」

2023年度新規採用看
護師

事例の振り返りやグループ
ディスカッションを通して、
自己の課題を明確にし、
看護実践に活かせる

看護の中の気付き
・事例を通して看護の振り返りをす
る
・自己の課題を見いだす

講義
グループワーク

11/25（土）
9：00～13：00

聖マリアンナ学院大学
教授

日高艶子先生
グループワークファシリ
テーター：教育担当副
看護師長、教育委員

東病棟12階多目的ﾎｰﾙ・
患者多目的室・
セミナー室２・

中央診療棟7階ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ
室・

演習室（1～9）・
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ室1

69人 ３時間

看護OSCE
2023年度新規採用看

護師

基本的臨床実践能力を客
観的に評価し、自己の課
題を明確にする

設定した模擬患者で課題を実施
し、評価を受ける

OSCE（客観的
臨床能力試験）

1/22（月）
13：30～16：00

1/23（火）
～1/26（金）
9：30～16：00

教育委員会が評価表に
基づいて行う

中央診療棟７階
演習室1～3、

シミュレーション室1
62人 30分

基
礎
研
修
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対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

基
礎
研
修

新人看護師のスキルアップ研修
2023年度新規採用看

護師

１）2年目の看護職として必
要とされる看護を自立的に
判断し行動に移すことがで
きる
２）専門職業人として自分
の課題を認識し課題に取
り組むことができる

１）看護師１年間の自分の看護業
務，看護ケアの展開について振り
返る
２）２年目看護師として必要とされ
る判断と行為を明確にし、2年目
に向けた自分自身の課題と目標
を明確にする。

講義
グループワーク

3/１1日（月）
13：00～16：00

日本看護キャリア
開発センター

江藤節代　先生

東病棟12階
多目的ホール

58名 ３時間



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間

２年目看護師のための
メンタルヘルス研修

2022年度新規採用看
護師

ストレスへの対処方法を獲
得し２年目看護師としてセ
ルフケア能力の向上を図
る

・ストレスの現れ方とその対処方法
・セルフコンパッション
・気持ちの共有

講義
ＧＷ

6/15（金）
14：30～16:30

熊本大学病院医療の
質・安全管理部

臨床心理士
一美奈緒子先生

東病棟12階　多目的ホール 40人 ２時間

がん看護
(基礎編)

レベルⅠ以上
がん看護の基礎的知識を
理解し、実践に活かすこと
ができる

・がん看護概論
・がん薬物療法看護
・がん放射線療法看護
・がん性疼痛看護
・緩和ケア
・意思決定支援
・コミュニケーションスキルについ
て

講義
ロールプレイ

7/21（金）
8:30～16:45

がん看護専門看護師
岡本泰子

がん看護専門看護師
石坂暁子

がん性疼痛看護認定看
護師

前田望花
緩和ケア認定看護師

内田新

東病棟12階　多目的ホール 31人 ７時間15分

看護過程研修
レベルⅠ以上 看護過程を理解し、事例

を展開することができる

・NANDA13領域の各項目の意
義、情報収集、アセスメントについ
て
・看護過程について

講義
ＧＷ

10/6（金）
9:00～16:00

熊本大学大学院生命
科学研究部准教授

松本智晴先生
東病棟12階　多目的ホール 40人 ６時間

急変時の対応 レベルⅠ

１）急変対応に必要な知識
とスキルを修得する
２）急変対応時のコミュニ
ケーション、チームワーク
の必要性について理解し
行動できる
３）緊急性と優先度の判断
が理解できる

１）急変対応に必要な知識
２）スキルトレーニング
３）コミュニケーションとチームワー
クについて
４）シナリオトレーニング

講義
演習

1/13（土）
①8:00～12:00
②13:00～17:00

①②のどちらか
に参加

救急・総合診療 入江弘
基教授

救急認定看護師 村上
志穂

集中ケア認定看護師
田中貴子

中央診療棟7階臨床研修セ
ンター

カンファレンス室
演習室

シミュレーション室

41人 ４時間

研修名

ラ
ダ
ー
Ⅰ
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対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

看護管理 レベルⅡ-1

１）看護管理を理解し、部
署の運営に参画できる
２）チームメンバーとして主
体的に行動できる

１）看護管理とは
２）コンプライアンスとは

事前に看護補助
者体験
講義
ＧＷ

9/15（金）
13:30～16:30

井原国代副看護部長 東病棟12階　多目的ホール 28人 ３時間

第30回
事例研究発表会

レベルⅡ-1

１）事例研究の意義を理解
し、発表を通じて研究的視
点を習得する
２）看護理論を活用しなが
ら、実践において個別的
な看護展開を発揮する

・事例研究発表
・事例討議

発表
検討

10/28（土）
8:00～11:45

座長及びファシリテー
ター

看護師長

中央診療棟７階
カンファレンス室

東病棟12階多目的ホール
セミナー室２

33人 ３時間45分

がん看護(実践編）
レベルⅡ-1以上

がんやがんの治療に伴う
症状へのケアについて理
解し実践に活かすことがで
きる

事前e-ラーニング

研修当日
症状マネジメント
事例を使用した症状マネジメント
の実際
事例検討（GW）

講義
GW

11/10（金）
8:30～16:30

がん看護専門看護師
安達美樹

がん性疼痛看護認定看
護師

坂口まみ
がん化学療法看護認定

看護師
森奈緒美

東病棟12階　多目的ホール 18人 ７時間

アドバンス・ケア・プランニング レベルⅡ-１以上

ACPの基本知識と導入時
のコミュニケーションスキル
を獲得し、患者の意思決
定支援ができる

・ACPの基本的知識
・もしばなゲーム
・コミュニケーション演習

講義
ＧＷ

6/29
(木）

13:30～16：30

緩和ケアセンター
がん看護専門看護師
安達美樹看護師長

東病棟12階　多目的ホール 31人 ３時間

プリセプターフォローアップ研修：
6ヶ月

2023年度プリセプ
ター

１）新人の半年間の成長度
合いを評価し、今後の指
導内容や方法を検討する
２）プリセプターの体験を
通して自己の関わり方や
自己成長を再確認する

・新人の成長度合いの評価と今後
の指導のあり方
・自己の振り返りと指導者としての
成長過程の確認

講義
ＧＷ

9/6（水）
13:30～15:30

看護教育支援室
牛島輝美看護師長

東病棟12階　多目的ホール 30人 ２時間

災害看護研修
レベルⅡ-１以上

・災害看護の基礎と特殊
性について理解する
・災害発生時の対応につ
いて理解する
・施設内の災害対応を理
解する

・災害看護に必要な基礎的事項
・災害看護の特殊性
・災害発生時の対応
・救護活動に必要な技術
・トリアージについて

講義
9/21（木）

8:30～12:00

災害医療教育研究セン
ター長

笠岡俊志教授
災害医療教育研究セン

ター
内賀嶋由梨看護師

防災専門員
奥村聡一

東病棟12階　多目的ホール 23人 ３時間30分

ラ
ダ
ー
Ⅱ
ー
１

ラ
ダ
ー
Ⅱ
ー
１
以
上



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

プリセプターシップ研修

2024年度　実地指導
者（プリセプター）（レ

ベルⅡ-１以上）
副看護師長の希望者

プリセプターシップについ
て理解し、実践する

１）プリセプターシップの概念
２）実地指導者に求められる能力
と役割
３）効果的な指導方法

講義
ＧＷ

2/9（金）
13:00～17:00

NPO法人日本看護キャ
リア開発センター
下山節子先生

東病棟12階　多目的ホール 43人 ４時間

臨地実習指導者研修
2023年度臨地実習指

導者

１）臨地実習指導者の役
割を理解し、効果的な実
習指導を実践する
２）実習指導教員と協働
し、実習指導を展開するこ
とができる

１）看護教育における臨地実習に
ついて
２）実習指導教員との情報交換会

講義
GW

6/2（金）
14:00～16:00

熊本大学大学院生命
科学研究部保健学科

教授
前田ひとみ先生

東病棟12階
多目的ホール

22人 ２時間

臨床推論
入門編

レベルⅡ-１以上

1）患者の重症化兆候とな
るバイタルサインの変化と
その機序について理解す
る
2）患者の変化を臨床推論
につなげる

急変につながるバイタルサインの
見方
急変の予測について

講義
10/19(木）

13：30～16:30

急性・重症患者看護専
門看護師

吉里孝子看護師長
東病棟12階　多目的ホール 13人 ３時間

中堅看護師としてのクリニカルリー
ダーシップとマネジメント研修

クリニカルラダーレベ
ル　Ⅱ-1　以上

これからリーダー業
務、役割を担う看護師

１）中堅看護師として、リー
ダーシップを発揮するため
に必要な概念化能力を習
得する
２）リーダーとしての対人能
力（コミュニケーションスキ
ル）を学び、実践に活かす
ことができる

１）業務マネジメント
２）対人関係マネジメント
３）問題発見型アプローチ

講義
ＧＷ

10/20（水）
12：45～16：45

福岡女学院看護大学
准教授

白井ひろ子先生

東病棟12階
多目的ホール

22人 ４時間

基
礎
研
修

臨床推論
実践編

レベルⅡー２を取得
後10年以内

ケアを決定するプロセスと
根拠について理解し、看
護が提供できる

臨床推論とは
講義
GW

12/15（金）
13：00～16：30

急性・重症患者看護専
門看護師

吉里孝子看護師長
東病棟12階　多目的ホール 21人 ３時間30分

ラ
ダ
ー
Ⅱ
ー
１
以
上



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

看護研究のすすめ レベルⅡー２以上

看護研究の基礎を学び、
研究課題を明確にして、
研究に取り組むことができ
る

・研究倫理
・看護研究概論
・文献検索、文献レビュー
・量的・質的研究の基本的な研究
方法
・文献検索の実際

講義
演習

5/26（金）
8：30～16：45

がん専門看護師
岡本泰子
安達美樹
石坂暁子

精神看護専門看護師
江田由美子

急性・重症患者看護専
門看護師
吉里孝子

管理棟３階第一会議室
医療情報パソコン室

東病棟12階多目的ホール
７人 ７時間15分

フィジカルアセスメント
ステップアップ研修

レベルⅡ-２以上

フィジカルアセスメント能力
に必要な知識と技術を習
得し、実践に活かす
フィジカルアセスメントに必
要なイグザミネーション技
術を向上させ、フィジカル
アセスメントを確実に行うと
共に指導技術を学ぶ

・事例を通して得られたデータか
ら正常と異常、緊急性、優先度を
判断する
・敗血症を学ぶ
・フィジカルイグザミネーションと事
例の統合

講義
演習
GW

6/30（木）
①8：30～12：00
②13：15～16：45

①②のどちらか
に参加

集中ケア認定看護師
田中貴子

救急看護認定看護師
村上志穂

東病棟12階多目的ホール・
患者多目的室

28人 ３時間30分

療養支援 レベルⅡ-２以上
患者、家族が安心して退
院後の療養環境に移行す
るための支援を学ぶ

主体的に療養支援に取り組むた
めの看護師の役割について
 急性期病院から地域への連携の
実際について事例検討

講義
GW

11/29（水）
9:00～15:00

活水女子大学　　教授
開田　ひとみ　先生

東病棟12階多目的ホール 24人 ５時間

リーダー育成研修Ⅰ レベルⅡ-２以上
リーダーに求められるマネ
ジメントを習得することがで
きる

・組織で働くということ
・リーダーに求められる役割と仕事
の管理方法
・後輩への指導方法
・ナレッジマネジメント　徹底現場
主義
・パートナーシップ・ナーシング・
システムについて

講義
ＧＷ

7/7(金）
8:30～12:30

パートナーシップ・シス
テム・マネジメント

代表
上山香代子先生

東病棟12階　多目的ホール 24人 ４時間

リーダー育成研修Ⅱ
リーダー育成研修を

受講した研修生

１）各部署でのPNSにおけ
る取り組みについて発表
することができる
２）他部署での取り組みを
参考にしながら自部署に
活用することができる

研修での学びを活かした実践報
告

パワーポイントを
用いたプレゼン

テーション

11/17（金）
8：30～12：00

パートナーシップ・シス
テム・マネジメント

代表
上山香代子先生

東病棟12階　多目的ホール 24人 ４時間

ラ
ダ
ー
Ⅱ
ー
２
・
Ⅲ



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

家族看護 レベルⅡ－２以上

家族アセスメントに必要な
基本的知識を身につけ、
患者・家族への看護実践
に活かすことができる

・家族看護の基本的な考え方
・家族理解に必要な視点と基盤と
なる理論
・家族看護介入
・事例を用いた家族看護の展開
・急性期病院での家族との関わり

講義
GW

12/7（木）
9:00～16:00

高知県立大学基礎看
護学教授

瓜生浩子先生
東病棟12階　多目的ホール 18人 ６時間

事例検討
  （ﾛｲ看護論）

ラダーレベルⅢ相当
の看護師

看護過程に看護理論を活
用できる
１）ロイの看護理論をもとに
看護を展開し事例にまとめ
ることができる
２）看護実践における論理
的思考ができる
３）ロイの看護理論を自部
署に浸透できる

ロイの看護理論を用いた事例検
討

講義
ＧＷ

1回目:9/4（月）
13:30～16:45

2回目:11/6（金）
14：00～16:45

3回目:12/4（月）
14：00～16:45

聖マリア学院大学教授
日高艶子先生

東病棟12階　セミナー室２ 11人 ８時間45分

事例検討
（ｵﾚﾑ看護論）

レベルⅡ－２以上

看護過程に看護理論を活
用できる
１）オレムの看護理論をもと
に看護を展開し事例にまと
める
２）看護実践における論理
的思考を育てる
３）オレムの看護理論を自
部署に浸透できる

・オレム看護理論について
・オレムの看護理論を用いた事例
検討

講義
ＧＷ

1回目
9/22（金）

13:30～15:00

2回目
12/1（金）

13:30～16:30

兵庫県立看護大学看
護学部　教授
川崎優子先生

東病棟12階　多目的ホール 15人 ４時間30分

認知症看護 レベルⅡ－２以上

・認知症に関する基本的
知識を習得する
・入院中に必要な認知症
看護に関する専門的技術
を習得し、患者の尊厳を
尊重したケアが提供できる

・認知症の基礎知識
・認知症患者に対するアセスメント
とケア
・認知症患者に対するコミュニ
ケーションと療養環境の調整

講義
GW

２/19（月）
13：00～16：30

熊本大学病院認知症
専門医

遊亀誠二先生

認知症看護認定看護
師

市川麻紀

東病棟12階　多目的ホール 22人 ３時間30分

ラ
ダ
ー
Ⅱ
ー
２
・
Ⅲ



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

新副看護師長昇進者研修
2023年４月１日付副

看護師長昇進者

・社会情勢や当院の経営
状況、看護管理に関して
現状を把握したうえで、看
護管理に役立てることがで
きる
・看護管理者として、副看
護師長の役割を理解し組
織運営ができる

・当院の経営状況・労務管理
・看護管理
・人材育成

講義
質疑応答

5/10（水）
9：00～11：00

山本治美看護
田邉菜穂子副看護部

長
野田道代看護師長

谷口あゆみ副看護師長

東病棟12階　セミナー室２ 7人 ２時間

看護師長研修 看護師長
部署における人材育成の
課題を解決する

・近年の新人の特徴とその教育方
法
・指導者への具体的な支援
・部署における人材育成

講義
ＧＷ

10/21（土）
9：00～15：00

長野県看護大学
教授

渋谷美香先生
東病棟12階　多目的ホール 35人 ５時間

看護師長研修Ⅱ 看護師長

看護師長としてハラスメン
トについて正しく理解し、
その防止措置をとることが
できる

・ハラスメントに関する基礎知識
・ハラスメントの判断基準
・看護の現場におけるハラスメント
の実態
・ハラスメント防止のための対策と
発生時の対応

講義
２/29(木）

15:00～16:30

加藤看護師社労士事
務所
代表

加藤明子先生

東病棟12階　多目的ホール 33人 １時間30分

副看護師長管理研修 副看護師長

コーチングスキルを身
につけ、部署での看護
マネジメントに活用す
ることができる

コミュニケーションスキル
演習：アクティブリスニング
ヒーローインタビュー
ブラインドウォーク

講義
GW

5/20（土）
10:00～16:00

京都芸術大学
教授
本間正人先生

臨床医学教育研究センター
奥窪記念ホール

72人 ５時間

基本的日常生活援助技術
指導者研修

2023年度実地指導者
（プリセプター）で研
修未受講者および新

副看護師長

基本的日常生活援助技術
を根拠に基づいて指導す
る方法が習得できる

日常生活援助技術の評価シナリ
オに基づいて演習
（臥床患者の排泄・清潔・更衣・体
位変換技術）

演習
体験学習

3/7（木）
9:55～11:45
13:00～16:45

3/8（金）
8:00～11:45
13:00～14:50

副看護師長
教育委員

中央診療棟7階
総合臨床研修センター

実地指導者
46人

副看護師長
25人

１時間30分

安全な注射･与薬の指導者研修

2023年度実地指導者
（プリセプター）で研
修未受講者および新

副看護師長

指導者が安全な注射与薬
方法および輸液関連ポン
プ使用の指導方法を理解
し、根拠に基づいた指導
ができる

注射与薬プロセスと輸液ポンプ・
シリンジポンプ使用方法マニュア
ルに基づいた指導と評価の演習
与薬の誤認防止について

演習

3/7（木）
13:00～14:50
14：55～16:45

3/8（金）
8:00～9:50
9:55～11:45
13:00～14:50
14：55～16:45

副看護師長
(安全リンクナースの経

験を有する者)
安全対策委員会

部署

実地指導者
43人

安全リンクナー
ス：25人

1時間45分

管
理
者
研
修

指
導
者
研
修



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

看護倫理部署別事例検討会
毎回指定された研修
参加部署の看護職員

事例を通して看護倫理に
ついて学び、倫理観を養
い実践に活かすことができ
る

事例検討 GW

9/11（月）
10/16（月）
11/12（月）
12/11（月）
1/29（月）

17：15～18：15

院内専門看護師 東病棟12階　多目的ホール

9/11：32人
10/16：42人
11/12：55人
12/11：32
1/29：36人

総数197人

１時間

医療用麻薬研修 全看護職員
医療用麻薬とは何かを正
しく理解することができる

e-ラーニング
　「医療用麻薬について」
確認テスト

医療用麻薬につ
いて」e-ラーニン

グ視聴
確認テスト

3/8（金） 安全対策委員会 各部署 807人 20分

多職種だから見えてくる、院内の
転倒予防策を考えよう

熊本大学病院職員

・転倒予防に関する院内ラ
ウンドを行い、多職種で転
倒転落予防を考える
・リーダーシップやメン
バーシップ、タイムマネジ
メントを発揮して多職種で
院内ラウンドを実践するこ
とができる
・研修を通して各部署の転
倒転落予防策を振り返る
機会にする

・院内ラウンド、結果発表
・講義

講義
GW

8:00～9:50 医療の質・安全管理部
長近本亮先生

東病棟12階　多目的ホール 28名 1時間

あなたは胸腔ドレーン管理ができ
ますか

胸腔ドレーン管理を
行う診療科、部署ス

タッフ

胸腔ドレーンの構造につ
いて学び、胸腔ドレーンの
管理について考える

胸腔ドレーン挿入の目的や管理
についての講義

講義
演習

9:55～11:45
呼吸器外科医師
藤野孝介先生

東病棟12階　多目的ホール
看護師：42名

医師：2名
45分

重症度、医療・看護必要度研修 全看護職員
重症度、医療・看護必要
度とは何かを正しく理解
し、適切な評価ができる

重症度、医療・看護必要度とは何
か
2022年度改訂内容および評価方
法について

動画視聴
確認テスト

7/18（火）～
9/18（火）

業務委員会 各部署 全看護職員 1時間

全
職
員
対
象



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間研修名

看
護
補
助
者
対
象

看護補助者研修
看護補助者

１）看護補助者が医療制
度の概要及び病院の組織
を理解できる
２）看護補助者が医療チー
ムおよび看護チームの一
員として、看護補助者の役
割を自覚し重要な役割を
分担していることを認識で
きる
３）業務実施上必要な安全
配慮を理解できる
４）看護師と協働することの
重要性や方法について理
解できる

急性期看護補助体制加算のため
の必須項目に加え、看護師と看
護補助者の協働について行っ
た。

講義

学生アルバイト
ナースエイド

7/26(水）
7/28(金）

7/31(月）
8/3(木）
8/4(金）
8/21(月）

いづれかに参加

業務委員会 各部署

7/26：15人
7/28：11人
7/31：21人
8/3：20人
8/4：21人
8/21：13人

総数：101人

1時間

講演会Ⅰ
看護部長講話

看護部職員

看護部の理念、目標を共
通理解し、看護部職員が
目標に向かって行動でき
る

看護部の理念、方針、2023年度
の目標、教育方針

講演
4/12（火）

17：30～18：30
山本治美
看護部長

東病棟12階多目的ホール
セミナー室２

（ハイブリッド方式）

297人

会場参加106人
オンライン参加

191人

1時間

業務改善報告会 個人・部署・委員会等
他部署及び各委員会での
取り組みを参考に自部署
に応用できる

1)在室管理薬袋を患者に渡す前
の確認をシングルチェックへ変更
したことによる成果(東病棟7階)
２）保育士との協働～赤ちゃんの
成長・発達のために～
(NICU/GCU)
3)静脈確保と抜針関連業務にお
けるタスクシェア　第2弾(中央放射
線部)
４）病棟での５S活動を行って(東病
棟10階)
５）職務満足度向上に向けた取り
組みついて(地域医療連携ｾﾝﾀｰ)
６）看護師によるCVポート穿刺の
取り組みと成果(外来化学療法ｾﾝ
ﾀｰ)

報告会
11/14（火）

17:30～18：30
業務委員会 東病棟12階　多目的ホール 研修希望者 1時間

活動報告会 看護部職員
他部署及び各委員会での
取り組みを参考に自部署
に応用できる

各部署及び各委員会、ワーキング
グループの活動報告

報告会
3/8（金）

17：30～19：00
教育委員会

東病棟12階　多目的ホール
Zoomによる配信

147人
会場参加：55人
オンライン：92

人

1時間30分

講
演
会
・
発
表
会
・
報
告
会



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間

ＩＶナース研修
（筆記試験）

看護部職員
静脈注射に必要な知識
を備え、基本的実践能
力を習得する

本院の静脈注射実施基準と法
的責任、解剖・生理、薬理、リス
クマネジメント（安全・感染・緊急
時の看護）のDVDを自己学習

筆記試験

筆記試験
35分

（１回目）
6/9(金）

(２回目）
9/29（金）

（３回目）
1/26（金）

業務委員会
東病棟12階

多目的ホール

（１回目）
 15人
合格者9名

(２回目）
　24人
合格者20人

（３回目）
　19人
合格者18名

35分

筆記試験
70分

（１回目）
7/3(月）
08：20～09：40

(２回目）
12/8（木）
08：20～09：40

東病棟12階
多目的ホール

（１回目）
 15人
合格者５人

(２回目）
11人
合格者３人

1時間10分

技術評価
60分

（１回目）
7/8(金）10：00
～16:45

(２回目）
12/9（金）
10：00～16:45

東病棟12階
多目的ホール

セミナー室

（１回目）
 ７人
合格者５人

(２回目）
６人
合格者３人

1時間

IVインストラクター
継続教育

IVナースインス
トラクター資格
取得者各部署か
ら１人以上

IVナースインストラク
ターとしての役割を遂
行する能力が向上する

講義
グループワークと全体講義

講義
ＧＷ
演習

2/13(火)
14:00～16:30

業務委員会
東病棟12階

多目的ホール
26人 ２時間30分

研修名

I
V
研
修

筆記試験 業務委員会IVインストラクター研修

副看護師長または
看護師長が推薦す
る看護師で各部署

から１～２名

看護師・助産師が本院
の実施基準に沿って静
脈注射を実施できるいよ
うに指導出来る。注射与
薬プロセスのマニュアル
指導者用に沿って実践、
指導出来る



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間

筆記試験
20分

2/13（火）
8：30～8：45

東病棟12階
セミナー室2

10人 1時間20分

技術評価
50分

(1回目)
2/13（火）
10:00～12：30

(2回目)
3/13（水）
13：30～15：45

東病棟12階
多目的ホール
セミナー室２

1回目９人
２回目２人

50分

業務委員会

研修名

C
V
研
修

ＣＶポート
インストラクター研修

IVナースインストラク
ター資格取得者

ＣＶポートの穿刺、抜針
に必要な知識と技術を
習得し安全に実践し指
導できる

筆記試験
実技試験



2023年度　看護部　院内教育計画表 別紙（２）

対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所 研修生人数 研修時間

精神看護 院内看護師

１）発達特性や発達障害に
ついて理解できる
２）発達特性が強い患者を
理解し、コミュニケーション
方法を工夫することができ
る

１）発達特性と発達障害につい
て
２）発達特性が強い患者が入院
生活に感じている困りごとにつ
いて
３）発達特性が強い患者とのコ
ミュニケーションの工夫について

講義
2/19（月）
17：15～18：15

江田由美子
精神看護専門看護師

東病棟12階セミナー室2 17名 1時間

不妊症看護 院内看護師
生殖医療、妊孕性温存に
ついて知識を深め、看護
に活かす

・妊娠成立の条件
・月経周期と不妊検査
・不妊治療、高度生殖補助医療
（ART）について
・高度生殖補助医療（ART）の統
計
・生殖医療における問題
・不妊の悩み
・がんと生殖医療について

講義
2/９（金）
17：15～18：15

本田万里子
不妊症看護認定看護師

東病棟12階セミナー室2 24名 1時間

看護管理カフェ 次世代看護管理者
看護管理を身近なものに
感じ、日々の事象から看護
管理を学ぶ

日々現場で発生している事象を
看護管理の視点で考える
参加者全員で事象に取り組み、
相互支援する

講義
ＧＷ

（1回目）
10/20（金）
(２回目)
11/24(金)
(３回目)
12/22(金)
(４回目)
１/27(金)

17：15～18：15

本田万里子
認定看護管理者

東病棟12階セミナー室３
セミナー室２

7名 4時間

認知症看護
ラダーⅡ-1以上で認
知症患者に関わっ

ている方

・認知機能が低下している
方の特徴を理解できる
・認知機能が低下している
方を意識したコミュニケー
ションを理解できる

・認知機能が低下している方の
特徴について
・認知機能が低下している方の
特徴を踏まえたコミュニケーショ
ンのポイントについて

講義
GW

12/13（水）

17：15～18：15

市川麻紀
認知症看護認定看護師

東病棟12階セミナー室2 16名 1時間

糖尿病看護
ラダーⅡ-1以上で糖
尿病患者に関わっ

ている方

・糖尿病患者のセルフケア
行動に影響する心理・社会
的要因について学ぶ
・糖尿病患者の行動変化
を促進するための援助や
コミュニケーションについて
理解できる

・患者さんのセルフケアを困難
にする背景及び血糖変動の考
え方
・患者さんのやる気を引き出すコ
ミュニケーション方法

講義
GW

(1回目)
3/4（月）

(2回目)
3/5(火）

17：30～18：45

藤本美枝
糖尿病看護認定看護師

東病棟12階セミナー室2

（1回目）
２人

（2回目）
２人

１時間15分

研修名

認
定
看
護
師
主
催
自
主
研
修



別紙（３）

【中央検査部】
研修名 期間（ 令和5年4月～令和6年3月） 実施回数 参加人数 備考

採用職員研修 令和5年4月3日 1 3名 入職時部内オリエンテーション

ISO集合教育 令和5年6月2日 1 60名 ISO15189に関する研修会

危機管理訓練 令和5年12月5日～令和5年12月15日 1 50名 災害等危機管理に関する研修会

検査業務習得トレーニング 令和5年5月1日～令和6年2月13日 6 6名 検査業務に関するトレーニング

生化学時間外トレーニング 令和5年10月3日～令和5年10月11日 1 38名 時間外生化学検査業務の再トレーニング

血液時間外トレーニング 令和5年8月7日～令和5年8月18日 1 29名 時間外血液検査業務の再トレーニング

緊急輸血対応トレーニング 令和5年12月5日～令和6年1月30日 1 39名 時間外輸血検査業務の再トレーニング

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

４　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修



別紙（４）

研修開催月 研修内容 定期/不定期 受講者数（受講率）

2023.04 閉鎖式保育器 定期 49名

2023.05 除細動器 定期 36名

2023.06 補助循環装置 定期 52名

2023.07 人工呼吸器 定期 118名

2023.08 人工心肺装置 定期 70名

2023.09 血液浄化装置 定期 51名

ICU(看) 42/42 HCU(看) 28/28 中手(看) 68/68 中放(看) 31/31 中放(技) 48/48 242名

ME機器センター 25/25 （100％）

小児科 11/11 総合周産期母子医療センター 3/3 NICU 25/25 GCU 11/11 西8（看） 21/21 96名

ME機器センター 25/25 （100％）

循環器内科 15/16 心臓血管外科 6/6 集中治療部 4/4 ICU(看) 41/41 CCU(看) 15/15 104名

ME機器センター 25/25 （99.1％）

産科 19/19 西7（看） 26/26 MFICU 10/10 ME機器センター 25/25 80名

（100％）

腎臓内科 22/22 集中治療部 4/4 ICU 38/38 ME機器センター 25/25 89名

（100％）

2023年度   医療機器安全使用のための研修会   受講状況

2024.02 閉鎖式保育器 定期

2024.03 血液浄化装置 定期

2023.12 人工呼吸器 定期

2024.01 補助循環装置 定期

全職員対象（任意）でe-learningと資料配布での開催

全職員対象（任意）でe-learningと資料配布での開催

全職員対象（任意）でe-learningと資料配布での開催

【ME機器センター】

2023.11 除細動器 定期

e-learning 受講状況

全職員対象（任意）でe-learningと資料配布での開催

全職員対象（任意）でe-learningと資料配布での開催

全職員対象（任意）でe-learningと資料配布での開催



別紙（５）

【中央放射線部】
研  修  名 期  間 実施回数 参加人員 備 考

救急医療に関する研修（実技） 令和5年11月14日 1回
技師1名、看護師9名、消化器内
科医師6名、内視鏡検査技師3名

透視室での患者急変時シミュ
レーション訓練

救急医療に関する研修（実技） 令和5年6月30日 1回
技師13名、看護師10名、放射
線科医師6名

MRI患者急変時対応シミュレー
ション訓練

救急医療に関する研修（実技） 令和5年10月11日 1回
技師7名、看護師8名、放射線科
医師3名

造影CT患者急変時シミュレー
ション訓練

救急医療に関する研修（実技） 令和6年2月6日 1回
技師5名、看護師7名、放射線科
医師2名

RI検査室（PET/CT）での患者急
変時シミュレーション訓練

救急医療に関する研修（実技） 令和5年11月28日 1回
技師4名、看護師11名、消化器
内科医師7名

超音波検査室における患者急変
時シミュレーション訓練

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和5年4月28日 1回 技師９名
第79回日本放射線技術学会総会
学術大会の参加報告会

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和5年10月20日 1回 医師6名，技師9名
リニアックとその周辺装置およ
び治療計画装置の安全使用に関
する研修会

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和5年12月13日 1回 医師5名，技師3名，看護師1名
腔内照射と組織内照射のHybrid
RALS治療に関する研修会

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和5年12月15日 1回 技師８名 JASTROの参加報告会

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和6年2月16日 1回 技師8名
第22回九州放射線治療システム
研究会の参加報告

高精度放射線治療に関する研修（講義） 令和6年2月22日 1回 技師8名
第17回南九州地域放射線治療技
術合同研究会の参加報告

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

４ 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 平井 俊範 

  管理担当者氏名 各診療科長、中央診療施設等の長、医療情報経営企画部長、薬剤部長、 
看護部長、医療技術部長、栄養管理部長、医療の質・安全管理部長、各課長 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 病院総務課 診療に関する諸記録は、
平成22年9月20日以前は
紙媒体を原本とし、患者
ID番号をもとに患者毎
に整備し、10年間保管・
管理（平成30年度からは
20年間に変更）している
。平成22年9月20日以降
は、電子情報を原則とし
、電子保存している。 
なお、紙媒体の診療録は
院外への持ち出しを禁
止している。また、診療
、教育・研究の目的で電
子カルテの情報が必要
な場合は、規則に基づき
利用申請を行い、承認さ
れればデータを利用で
きる仕組みがある。（特
定の端末で許可されたU
SBメモリでなければ情
報を取り出す事ができ
ない） 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 中央手術部 
看護記録 看護部 
検査所見記録 中央検査部 
エックス線写真 中央放射線部 
紹介状 各診療科 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

各診療科 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 病院総務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 病院総務課 
閲覧実績 病院総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医療サービス課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医療サービス課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課 
 

 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医事課 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医事課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

経理課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

ＭＥ機器センター 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

ＭＥ機器センター 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

ＭＥ機器センター 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医事課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医事課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医事課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 病院総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医事課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療サービス課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医事課 

職員研修の実施状況 病院総務課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

病院総務課 

医事課 

薬剤部 

経理課 
管理者が有する権限に関する
状況 

病院総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

病院総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

病院総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

　閲覧責任者氏名 　病院事務部長　山下　恵太

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要
　　病院事務部（総務課総務担当）へ閲覧の要求を行う。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・管理棟３階　第二会議室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　立山　三雄

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況      有・無 

 

 ・ 指針の主な内容： 

熊本大学病院は、適切な安全安心で質の高い医療サービスを患者及びそ

の家族に提供するために、医療事故、医薬品管理及び医療機器管理等を踏

まえた医療に係る安全管理を目指す。 

また、「人間はエラーを犯す」ということを前提に、従業者一人一人が

医療安全管理に対する高い意識を持ち、関係する各部署及び各委員会等が

連携を図り、本院における医療安全管理を推進する。 
 

 

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 

 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 

・ 開催状況：年１４回 

・ 活動の主な内容： 

     (1) 医療安全管理に係る基本方針に関すること 

(2) 医療安全管理のための具体的措置に関すること 

(3) 医療安全に係る従業者の教育及び研修に関すること 

(4) 本院において重大な問題その他委員会において取り扱うことが適当

な問題が発生した場合における速やかな原因の究明のための調査及

び分析に関すること 

(5) 前号の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改

善のための方策の立案及び実施並びに従業者への周知に関すること 

(6) 前号の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該

方策の見直しに関すること 

(7) 医療事故発生時の患者や家族への説明及び公表に関すること 

(8) 本院が提供する医療の向上に関すること 

(9) その他医療に係る安全管理に関し必要な事項 

 

 

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況      年２回 

 

 ・ 研修の内容（すべて）： 

      新規採用者、中途採用者のオリエンテーションとは別に、医療に係る安

全管理のための職員研修を全職員対象に年２回実施しており、医療の質・

安全管理部からの重要な伝達事項（例：高難度新規医療技術、未承認新規

医薬品等を用いた医療の提供について）や、インシデントに関連したテー

マの講演会 （例：患者誤認について、転倒転落について、鎮静について  

等）を実施している。 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 

 

   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 

   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 



 
 
 

 
インシデントが発生した場合、各部署からのインシデントレポートに 

より医療の質・安全管理部へ報告がある。なお、重大なインシデントに

  ついては部署リスクマネージャーから即時にゼネラルリスクマネージ

 ャーへ連絡があり、ICに同席するなど初期対応から医療の質・安全管理

 部が介入して対応している。 

インシデントレポートを基に要因分析と再発防止策の検討を医療の

質・安全管理部と医療安全管理委員会で実施している。検討した再発防

止策は、リスクマネージャー連絡会議において警鐘事例とともに各部署

のリスクマネージャーに通達し、その後リスクマネージャーから全職員

へ通達される。 

       また、部署リスクマネージャーによる自部署チェック、他部署間の相

  互チェックや、医療の質・安全管理部運営委員会委員による院内巡視、

  医療安全管理者によるラウンドなど、定期的な巡回や監査も実施してい

 る。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 

① 院内感染対策のための指針の策定状況     有・無 

 

  ・ 指針の主な内容： 

1.院内感染対策に関する基本的な考え方 

    2.感染対策委員会，その他の医療機関内の組織に関する基本的事項 

    3.院内感染対策のための職員に対する研修に関する基本方針 

    4.感染症の発生状況の報告に関する基本方針 

    5.抗微生物薬適正使用に関する基本方針 

    6.院内感染発生時の対応に関する基本方針 

    7.患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

    8.その他の医療機関内における院内感染対策の推進のために必要な基本方針 
 

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年１２回 

 

  ・ 活動の主な内容： 

1. 院内感染防止対策に関する事項の審議 

      2. 院内感染防止対策研修会の企画・審議 

      3. 感染予防に関する事業の企画・実施 

      4. ＭＲＳＡ等の薬剤耐性菌の分離状況についての報告 

      5. 抗ＭＲＳＡ薬適正使用報告 

      6. 感染制御チーム（ＩＣＴ）からの報告 
 

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年２回 

 

 ・ 研修の内容（すべて）： 

1.(医療系)『昔の病気と思っていませんか？まだまだ重要な「結核」の感染対策／AMR 対策 ア

クションプランの改訂について 2016-2020 → 2023-2027へ』 

 (事務系)『大人もかかるウイルス感染症 ～麻疹・水痘・風疹・流行性耳下腺炎～』 

 

2.(医療系)『日常から感染対策の意識を高めよう～アウトブレイク・クラスター防止～／   抗

菌薬供給制限に関する現状と対応策』 

       (事務系)『With コロナ？After コロナ？今知っておきたい新型コロナウイルス感染症』 
 

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

 

  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 

医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師等の多職種からなるＩＣＴを組織し、病原感染対策マニ

ュアルの制定、院内感染発生時の対応、院内ラウンド、抗菌薬適正使用の推進、病院感染防止の

教育・啓発、職業感染防止対策などの活動を行っている。 
 
(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 

① 医薬品安全管理責任者の配置状況     有・無 

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況      年７回 
 
 ・ 研修の主な内容： 

【院内研修】 

（1）令和5年4月3日・「2023年度新規採用職員研修」 

「薬剤部の業務内容と院内における医薬品の取り扱いについて」・445名資料配布、必須科目

のみWEB研修） 

（講師：副薬剤部長 対象：新採用職員） 

（2）令和5年6月28日～7月27日・「令和5年度第1回新採用医師を対象とした医薬品安全使用等に

かかる研修会」・191名（講師；薬剤部長・室長、対象；新採用医師） 

（3）令和5年5月、6月・「看護師特定行為研修・臨床薬理学演習」・16名（看護師） 

（4）令和5年6月9日、9月29日、令和6年度1月26日・2023年度新採用看護師IV基礎研修「看護師に

必要な薬理作用の基礎知識」・59名（新採用看護師） 

（5）令和5年8月1日～9月29日・2023（令和5）年度前期院内感染対策研修会及び医療安全のため

の講演会「未承認新規医薬品等を用いた医療の提供について」・2281名（講師：薬剤師 対

象：全職員） 

（6）令和5年10月26日～11月24日・「令和5年度第2回新採用医師を対象とした医薬品安全使用等

にかかる研修会」・20名（講師；薬剤部長・室長、対象；新採用医師） 

（7）令和5年12月20日～令和6年1月31日・2023（令和5）年度後期院内感染対策研修会及び医療

安全のための講演会「医薬品の適応外使用について」「抗菌薬供給制限に関する現状と対応

策」・2281名（講師：薬剤師 対象：全職員） 

【病棟別等の対象限定での研修】 

（1）令和5年5月19日・「「ハイリスク」の薬剤に関する知識教育」・26名（対象：西病棟6階看

護師） 

（2）令和6年2月19日・「「ハイリスク」の薬剤に関する知識教育」・22名（対象：西病棟6階看

護師） 

（3）令和6年2月13日・「「制吐剤について」・9名（対象：西病棟8階看護師） 

（4）令和6年3月5日・「移植外科の免疫抑制剤について」・7名（対象：西病棟8階看護師） 

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 

医薬品安全管理責任者に薬剤部長を任命（平成19年4月）し、院内に医薬品安全管理専門委
員会を設置した。『医薬品の安全使用のための業務手順書』（以下、業務手順書）は平成19年
7月に作成した。 
令和5年8月に、医薬品安全管理専門委員会を開催し、業務手順書を改訂した（第19版）。今

回の改訂内容については以下の通りである。 
 

令和5年 8月31日改正（第19版） 
3章2（4）：医薬品保管・管理場所への立ち入り制限について追記 
4章1（4）、6章1（3）：管理簿→特定薬剤管理システム ※実情にあった文言に訂正 
4章1（5）、6章1（4）：管理簿→管理簿かつ血液製剤管理システム ※実情にあった文言に

訂正 
10章4（2）、11章4（2）： プレアボイド報告について追記 
13章3：院内フォーミュラリについてコメント表示区分を訂正 ※実情にあった文言に訂正 



 
 
 

 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

        新生児、小児の短腸症候群に対するω3系脂肪乳剤（Omegaven）治療 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

1）医薬品安全管理責任者は、院内各部署における常備医薬品に関する管理状況、内用剤・外用

剤・注射剤の調剤時における疑義照会内容、外来化学療法室、病棟薬剤業務における疑義照会

事例および医薬品情報室にあった質疑応答事例等について、情報の収集・確認に努め、医療安

全管理委員会において、その状況等を報告している。院内で発生した薬剤業務関連のインシデ

ント事例について薬剤師への情報共有・周知を図り、再発防止のための注意喚起に努めている 

2）院内各端末からは、病院情報管理システムを用いて、最新（毎月1回更新）の添付文書情報を

閲覧可能としており、また、新規採用医薬品については、毎月発行の院内情報誌「熊大病院・

医薬品情報」にて概要と注意事項等の情報を発信すると共に、病院情報システム内の院内専用

電子掲示板“医薬品情報”にも掲示している。 

3）調剤（注射剤調剤を含む）に際しては、質疑応答内容を記録し、処方鑑査、疑義照会および

医薬品安全使用の目的に活用している。がん化学療法においては、処方ミスを回避し安全性を

確保するため、注射用抗がん剤に対する処方は専用のレジメンオーダリングシステムのみでの

運用に限定している。注射用抗がん剤の無菌調製は休日も含め全て薬剤部で担当している。 

4）治療域の狭い薬物や個体差の大きい薬物等については、薬物血中濃度モニタリング（TDM）に

よる投与設計・管理を推奨し、特に抗MRSA薬については、毎月度開催される感染対策委員会に

おいてTDM実施状況を報告し、TDMに基づいた適正投与を行うように医師に対し周知徹底を図っ

ている。 

5）未承認新規医薬品については、院内では「本院で使用したことのない医薬品であって、“医

薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律”における承認又は認証を

受けていないもの」と定義した上で、薬剤部で調剤（分包依頼、剤形変更などの特殊製剤依頼

等も含む）する際には、未承認医薬品の使用が医療行為等適応審査委員会の承認を得ているこ

とを書面にて確認している。医薬品安全管理責任者が指名した薬剤師（担当薬剤師）は未承認

新規医薬品の使用状況及び規程遵守状況等を月1回定期的に確認し、医薬品安全管理責任者へ報

告している。報告された適応外使用をとりまとめ、月に一度、薬剤部長、副薬剤部長、医薬品

情報室長、薬剤師GRM、医療安全支援室長等をメンバーとする「医薬品の適応外使用評価部会」

を薬剤部内で開催している。リスク分類は、日本病院薬剤師会作成の「ハイリスク薬に関する

業務ガイドラインVer.2.2」を参考に適応外使用によるリスクとベネフィットを評価検討し、診

療科に対して適応外使用の理由書提出または医療行為等適応審査委員会への申請依頼を行って

いる。 

6）令和5（2023）年度の新規取組み事項 

(1) 2023年4月13日に、院内医薬品情報誌にて「在宅自己注射製剤保管方法一覧表（未開封時と

使用後で保管方法が異なる製剤）」を作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行った。 

(2) 2023年4月に、「尿酸生成抑制薬」に関して有効性、経済性並びに安全性の観点から評価し

た院内標準的薬物治療指針（院内フォーミュラリ）を策定し、紙媒体およびガルーン掲載に

よる推奨薬リストの周知、処方オーダ時のポップアップ改修等などの対応を行った。 

(3) 2023年4月より、薬剤部での「プレアボイド報告実施要領」を策定し、運用を開始した。 

（2023年度報告件数：58件） 

(4) 2023年6月に、「ロイコボリン注3mgのオーダ停止に伴うアイソボリン点滴静注用分割使用

時の注意点について」を発出し、溶解・希釈後の安定性に関する情報や汚染リスクなどへの

注意喚起を行った。 



 
 
 

 
(5) 2023年6月に、「インフルエンザ治療薬」に関して有効性、経済性並びに安全性の観点から

評価・策定した院内標準的薬物治療指針（院内フォーミュラリ）の再評価を行い、推奨薬リ

スト・フローチャートの見直し、処方オーダ時のポップアップ変更等などの対応を行った。 

(6) 2023年6月に、「ビスホスホネート製剤（経口薬）」に関して有効性、経済性並びに安全性

の観点から評価・策定した院内標準的薬物治療指針（院内フォーミュラリ）の再評価を行 い

、推奨薬リストの見直し、処方オーダ時のポップアップ変更等などの対応を行った。 

(7) 2023年7月13日に、院内医薬品情報誌にて「デュルバルマブ（遺伝子組換え）（商品名：イ

ミフィンジ点滴静注）の注意点について」を作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行

った。 

(8) 2023年7月13日に、院内医薬品情報誌にて「パキロビッドパック600/300処方時の注意点（

相互作用等）について」を作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行った。 

(9) 2023年7月28日より、処方鑑査時等の視認性向上のため散剤の分包紙を白色（グリシン紙）

から透明（セロハン+PP）に変更した。 

(10) 2023年8月に、「周術期に休薬を考慮する薬剤と休薬期間の目安」の改訂を行い、切替採

用薬や糖尿病治療薬など新規対象群の追記・修正を行った。 

(11) 2023年8月10日に、院内医薬品情報誌にて「医薬品適正使用のお願い（DPP-4阻害薬による

類天疱瘡への適切な処置について」を作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行った。 

(12) 2023年9月に、「G-CSF製剤に関して有効性、経済性並びに安全性の観点から評価した院内

標準的薬物治療指針（院内フォーミュラリ）を策定し、紙媒体およびガルーン掲載による推

奨薬リストの周知、処方オーダ時のポップアップ改修等などの対応を行った。 

(13) 2023年9月14日に、院内医薬品情報誌にて「SGLT2阻害薬について」を作成し、医薬品適正

使用に関する情報共有を行った。 

(14) 2023年10月より、半錠で服用すべきところ1錠服用していたインシデント報告を受け、外

来院内処方を渡す際に、自身にて半錠にしていただく必要がある薬がある場合には、説明を

徹底できるように説明要のクリップを準備した。 

(15) 2023年11月に、「PPI+P-CAB（経口薬）」に関して有効性、経済性並びに安全性の観点か

ら評価・策定した院内標準的薬物治療指針（院内フォーミュラリ）の再評価を行い、推奨薬

リストの見直し、処方オーダ時のポップアップ変更等などの対応を行った。 

(16) 2023年11月9日に、院内医薬品情報誌にて「妊娠期・授乳期における抗アレルギー薬の使

用について」を作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行った。 

(17) 2024年1月の病院情報システムリプレイスに伴い、「オーダ編集画面へのCCr値表示」、「

薬剤付随情報表示」、「電子カルテからの質疑応答内容参照」、「準備登録時の配合変化チ

ェック」などの機能追加を行い、医薬品情報を活用した医薬品適正使用推進に向けた対応を

行った。また、調剤業務関連では「処方せんバーコードからの水薬・経腸栄養剤等のラベル

発行（調剤時）」、「水薬調剤時の重量監査記録発行」、「軟膏剤（小分け、混合）調剤時

の薬品照合、貼付ラベルの発行」、「お薬手帳用シールを薬袋バーコードから呼び出して発

行」、「錠剤の半錠をオカダイ式分包→散剤・錠剤分包機に変更し、薬剤名を印字する」 等

、取り違え防止及び薬品照合の強化等の安全対策を行った。 

(18) 2024年1月11日に、院内医薬品情報誌にて「適正使用のお願い（エスワンタイホウ配合OD

錠、オンデキサ静注用200mg」を作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行った。 

（19) 2024年3月14日に、院内医薬品情報誌にて「当院採用の医療用漢方製剤一覧と注意点」を

作成し、医薬品適正使用に関する情報共有を行った。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 

① 医療機器安全管理責任者の配置状況    有・無 

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況      年３７回 

 

 ・ 研修の主な内容： 

高度医療機器についてe-leaning研修の実施 

    基本的操作・操作上の注意事項・インシデント事例等を内容とする 

 

   【新規医療機器導入時研修】 

     26件の開催  158名の参加 （別紙（６）のとおり） 

 

   【特定機能病院 定期研修】 

      4月 閉鎖式保育器   49名 

      5月 除細動器     36名 

      6月 補助循環装置   52名 

      7月 人工呼吸器   118名 

      8月 人工心肺装置   70名 

      9月 血液浄化装置   51名 

 

    （研修方法を変更（対象者を決定し100％受講までリマインドを実施）） 

     11月 除細動器     242名（100％） 

     12月 人工呼吸器    96名（100％） 

      1月 補助循環装置  104名（99.1％） 

        2月 閉鎖式保育器   80名（100％） 

        3月 血液浄化装置   89名（100％） 

 

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 

 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

    医療機器保守・点検業務手順書に則り,人工心肺装置及び補助循環装置,人工呼吸器,血液浄

化装置,除細動装置,閉鎖式保育器,直線加速器,輸液ポンプ,シリンジポンプ,小型シリンジポ

ンプ,経腸栄養ポンプ,低圧持続吸引器,空気除菌・脱臭装置,AED,麻酔器は保守点検に関する計

画を策定し、医療機器安全管理専門委員会にて承認された後、ＭＥ機器センター臨床工学技士

ならびに製造販売業者が保守点検を実施している。 

保守点検実施状況は、実働報告として臨床工学技士長より医療機器安全管理責任者へ報告 

し、医療機器安全管理責任者は毎月開催される医療安全管理委員会に提出されている。 

上記の医療機器は,始業点検・終業点検,使用中点検についても医療機器保守・点検業務手順

書に則り実施している。 

 

 



 
 
 

 

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 

  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

 

 
 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
    医療の質・安全管理部へ臨床工学技士が1名兼任している。 

    医療機器に関する安全情報については、医療の質・安全管理部を兼務する臨床工学技士ＧＲ

Ｍならびに臨床工学技士長がＰＭＤＡナビ等を利用し情報収集を行い共有している。対象機器

があった際には、臨床工学技士ＧＲＭよりリスクマネージャー会議や部署リスクマネージャー

への直接の情報提供を行い、医療機器安全管理責任者に報告し、医療の室・安全管理委員会へ

報告している。 

    今年度は、医療機器安全管理マニュアルを作成した。基本的操作や機器管理・操作に必要な

事項を記載し、各機種の添付文書が簡単に閲覧できるようＱＲコードを掲載している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 

① 医療安全管理責任者の配置状況      有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況 
 

管理者を議長として毎週開催される「医療安全対策に関するカンファレンス」及び毎月開催され  

る「医療の質・安全管理委員会」のメンバーとして医療安全管理責任者をはじめ、医療安全管理部

門の医療安全管理者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者、医療放射線安全管理責任

者が出席しており、各所掌事項の報告や検討事項について情報を共有している。特に組織横断的に

病院全体での検討が必要な事項等においては、医療安全管理責任者と相談した上で、医療の質・安

全管理委員会に諮り審議している。 
 

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況  有（１２名）・無 

 
③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

○医薬品の安全使用のために必要となる医薬品の使用状況の確認及び関連情報の整理 

医薬品安全管理責任者が指名した薬剤師（担当薬剤師）は、病院情報システムから得られた

データ、薬剤部疑義照会システムに記録されたデータ並びに薬剤部病棟業務カンファレンスで

報告された事例等を基に、院内における医薬品の使用状況を月１回定期的に確認している。そ

の結果を踏まえて、医薬品安全管理責任者は、重要な添付文書情報、緊急安全性情報、安全性

速報、適応外使用・禁忌医薬品使用・未承認医薬品使用（「適応外使用」、「禁忌医薬品使用」

及び「未承認医薬品等」の医薬品安全管理に係る情報）を確認・整理している。 

○医薬品の適正使用に係る情報の院内周知及び周知状況の確認 

医薬品安全管理責任者は、担当薬剤師より報告された情報を医療安全管理委員会へ報告し、

本委員会の判断の下に、必要に応じて医療安全管理部より院内全体に対し医薬品の適正使用の

ための注意喚起情報を周知している。“リスクマネージャー連絡会議の通達内容”および日本

医療機能評価機構から発信される“医療事故情報収集等事業・医療安全情報”については、院

内各部署に書面で配付し、署名にて周知状況を確認している。また、全職員が把握しておくべ

き医療安全・感染・薬剤に関する情報については令和 6年 6月よりガルーン TOP画面に「重要

なお知らせ」として掲載し、閲覧状況を確認している。 
 
・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

○適応外使用及び禁忌医薬品使用に関する情報収集と確認 

担当薬剤師による適応外使用及び禁忌医薬品使用に関する情報を月 1回定期的に収集した内

容について、医薬品安全管理責任者が確認している。また、報告された適応外使用をとりまと

め、月に一度、薬剤部長（医薬品安全管理責任者）、副薬剤部長、医薬品情報室長、薬剤師 GRM、

医療安全支援室長等をメンバーとする「医薬品の適応外使用評価部会」を薬剤部内で開催して

いる。リスク分類は、日本病院薬剤師会作成の「ハイリスク薬に関する業務ガイドライン

Ver.2.2」を参考に適応外使用によるリスクとベネフィットを評価検討し、診療科に対して適

応外使用の理由書提出または医療行為等適応審査委員会への申請依頼を行っている。 

○未承認医薬品の使用状況の確認 

担当薬剤師による未承認医薬品の使用状況等を月 1回定期的に確認した内容について、医薬

品安全管理責任者が確認している。 
 
・担当者の指名の有無（有・無） 



 
 
 

 
・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部，職種 医療安全支援室長）  （所属：薬剤部，職種 調剤室長            ） 

（所属：薬剤部，職種 麻薬室長        ）  （所属：薬剤部，職種 注射剤調剤室長      ） 

（所属：薬剤部，職種 製剤室長        ）  （所属：薬剤部，職種 病棟薬剤業務支援室長） 

（所属：薬剤部，職種 医薬品情報室長  ）  （所属：薬剤部，職種 リスクマネージャー  ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

 
・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：各科監査担当医師、及び診療情報管理士が毎月実施する診療録記載監査の中から、患者への説明記

録及び同意取得に関する結果をまとめて、院内諸会議にて報告している。またリスクマネージャー会

議においても同結果をもとに、部署リスクマネージャー等を通じて規定の遵守について指導を行って

いる。 

 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

・毎月実施する診療録の監査実施と集計結果報告 

 実施者：監査担当医師 225名、診療情報管理士 9名 

 量的点検：全入院診療録（入院診療計画書、退院時サマリ、手術記録、診療記録等） 

 医学管理料等及び質的点検：入院診療録 約 250例／月平均、外来診療録 300例／月 

・監査の集計結果について院内諸会議及び診療科（監査担当医師）へ報告、院内グループウエ

ア内フォルダに掲載し公表する。監査結果の不備について主治医宛に症例別報告書に通知

し、必要に応じ直接担当医師へ連絡する。 

・放射線検査及び病理検査の全報告書の既読状況について、毎週、各診療科へ報告、毎月、医

療の質･安全管理部へ報告する。未読について医療の質･安全管理部が確認と指導を行う。 

・入職時のオリエンテーションにて「診療録等記載マニュアル」（本院作成）をもとに、診療

録の記載の原則及び運用上のルール等を説明している。 
 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（５）名、専任（１）名、兼任（１８）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（８）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（３）名、専任（０）名、兼任（４）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

 (1) 医療の安全性の確保及び向上に係る方策の立案、推進及び検証に関すること 

(2) 医療安全管理に係る教育・研修の実施に関すること 

(3) 医療に係る安全の確保に資する診療状況の把握及び従業者の医療安全に対する意識向上の状

況確認に関すること 



 
 
 

 

(4) 事故その他医療の質・安全管理部において取り扱うことが必要なものとして病院長が認める事

象が発生した場合における診療録その他診療に関する記録の確認、当該事象に関わる患者又はそ

の家族への説明、当該事象発生の原因究明その他の対応状況の確認及び当該確認の結果に基づく

従業者への必要な指導に関すること 

(5) 高難度新規医療技術の提供の適否等に関すること 

(6) 未承認新規医薬品等の提供の適否等に関すること 

(7) 医療安全管理に係る連絡調整業務に関すること 

(8) 医療安全管理マニュアルに関すること 

(9) 熊本大学病院医療の質・安全管理委員会に係る事務に関すること 

(10) その他医療の質及び医療安全管理に関し必要な事項 
 

・医療安全に資する診療内容についてのモニタリングの具体例： 

 ・手術室、内視鏡室、造影室、透視室のタイムアウト巡回、病棟の人工呼吸器巡回を GRMで実施し

た。結果はすべて部署にフィードバックした。 

 ・画像診断所見と病理診断所見確認システムを導入しており、各診療科に結果をフィードバックし

た。また、令和元年度から、画像診断所見における、依頼内容以外の重要所見について診療の進

捗を確認し主治医へフィードバックしている。重要なインシデントは発生していない。 

・令和 5年 1月から、診療科により安全な手術を再認識してもらうことを目的とし、医療の質・安

全管理部において、手術から２４時間及び７日以内に行った再手術のモニタリングを開始し、毎

月のモニタリング結果を該当の診療科へ通知している。 

・令和 5年 6月から、中央検査部より算出された診療科毎のパニック値に基づき、医療の質・安全

管理部がカルテ上で確認している。 
 

・従事者の医療安全の認識についてのモニタリングの具体例： 

「医療安全のための講演会」の受講状況について随時把握し、未受講者については eラーニング

を受講するよう指導している。 
 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に

ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（７件）、及び許可件数（４件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 
 
・活動の主な内容： 

(1) 診療科等の長から申請を受理した場合において、当該申請の内容を確認するとともに、高難度

新規医療技術評価委員会に対し、高難度新規医療技術の提供の適否等について意見を求めること 

(2) 前号の意見の求めに応じ、高難度新規医療技術評価委員会が述べた意見を踏まえ、高難度新規

医療技術の提供の適否等について決定し、申請を行った診療科等の長に対し、その結果を高難度

新規医療技術提供審査結果通知書により通知すること 

(3) 高難度新規医療技術の適正な手続に基づく提供に関し、定期的に、及び術後に患者が死亡した

場合その他必要な場合には、診療録等の記載内容の確認すること 

(4) 高難度新規医療技術の適正な手続に基づく提供について、従業者の遵守状況の確認を行うこと 



 
 
 

 
(5) 高難度新規医療技術の提供の適否等について決定したとき、及び前号の従業者の遵守状況の確

認をしたときに、その内容について病院長に報告すること 

(6) 高難度新規医療技術評価委員会に係る事務を行うこと 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 
 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（１件）、及び許可件数（１件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 
 
・活動の主な内容： 

 (1) 診療科等の長から申請を受理した場合において、当該申請の内容を確認するとともに、未承認

新規医薬品等評価委員会に対して、未承認新規医薬品等の使用の適否等について意見を求めるこ

と 

(2) 前号の意見の求めに応じ、未承認新規医薬品等評価委員会が述べた意見を踏まえ、未承認新規

医薬品等の使用の適否等について決定し、申請を行った診療科等の長に対し、その結果を未承認

新規医薬品等使用審査結果通知書により通知すること 

(3) 未承認新規医薬品等の適正な手続に基づく使用に関し、定期的に、及び使用後に患者が死亡し

た場合その他必要な場合には、診療録等の記載内容を確認すること 

(4) 未承認新規医薬品等の適正な手続きに基づく使用について、従業者の遵守状況の確認を行うこ

と 

(5) 未承認新規医薬品等の適否等について決定したとき及び前号の従業者の遵守状況を確認した

ときに、その内容について病院長に報告すること 

(6) 未承認新規医薬品等評価委員会に係る事務を行うこと 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 234件 
 
・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 155件 
 
・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

1.報告の実施状況（発生内容や頻度、その後の患者の転帰等）の確認と、確認結果の管理者への  

報告 

2.報告等の実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための従業者への研修及び指導 

 



 
 
 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：奈良県立医科大学 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：東京大学 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

特になし。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者様やご家族からの医療の安全管理に係る相談等に対応する窓口として「患者相談室・医療安

全相談室」を設置しており、直接の相談や電話による相談に対して適切に応じる体制を整えている。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

新規採用者、中途採用者のオリエンテーションとは別に、医療に係る安全管理のための職員研修

を全職員対象に年２回実施しており、医療の質・安全管理部からの重要な伝達事項（例：高難度新

規医療技術、未承認新規医薬品等を用いた医療の提供について）や、インシデントに関連したテー

マの講演会（例：患者誤認について、転倒転落について、鎮静について等）を実施している。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

  ・管理者：令和 5年度第 4回特定機能病院管理者研修[継続](R6.1.26)受講済 

       ※現管理者については R7.1.15に受講予定 

  ・医薬品安全管理責任者：令和 5年度第 5回特定機能病院管理者研修[継続]（R6.2.6）受講済 

・医療安全管理責任者：令和 5年度第 2回特定機能病院管理者研修[継続](R5.12.15)受講済 

・医療機器安全管理責任者：令和 5年度第 3回特定機能病院管理者研修[継続](R6.1.15)受講済 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

日本医療機能評価機構による病院機能評価一般病院３（３rdG：Ver.3.0）の更新審査を令和６年

８月に受審し、審査結果の通知を待っている状況である。 
 
・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

熊本大学病院ホームページにて病院機能評価審査結果報告書（2019年度実施）を公表している。 

掲載箇所 ： https://www.kuh.kumamoto-u.ac.jp/kuh/28.html 
 
・評価を踏まえ講じた措置 

   令和元年受審時に課題として取り組むことを推奨された事項については、院内会議体等で共有す



 
 
 

 
るとともに定期的に各事項の進捗管理を行い、課題解決を図った。 

  今年度の更新受審後の中間報告は、10月頃に受領予定だが、改善すべき指摘事項はすみやかに院

内に全体周知を行った上で、改善活動を行う予定である。その他、課題として改善が望まれる事項

については、前回同様に院内会議体で共有するとともに、定期的な進捗確認と課題解決を図ってい

く予定としている。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



開催年月日 医療機器名 講師所属 開催場所 参加人数(名)

1 2023/4/17 Coro Flow アボットメディカル ME機器センター 6

2 2023/5/10 Rootモニター マシモジャパン ME機器センター 6

3 2023/5/11 加温加湿器 950 F&P ME機器センター 3

4 2023/5/23 Rootモニター マシモジャパン ME機器センター 3

5 2023/6/12 サーボU フクダ電子 ME機器センター 6

6 2023/7/3 エアロジェンシステム コヴィディエン ME機器センター 8

7 2023/7/4 エアロジェンシステム コヴィディエン ME機器センター 2

8 2023/7/19 Evita800　/　PulmoVista500 ドレーゲル ME機器センター 10

9 2023/8/8 経腸栄養ポンプ テルモ ME機器センター 7

10 2023/10/20 ベネット 980 ME機器センター 西10 12

11 2023/10/24 ベネット 980 ME機器センター 西10 4

12 2023/11/9 ベネット 980 ME機器センター 東3 10

13 2023/11/10 ベネット 980 ME機器センター 東3 6

14 2023/11/13 透析液供給装置・溶解装置 東レメディカル 血液浄化センター 2

15 2023/11/15 透析液供給装置・溶解装置 東レメディカル 血液浄化センター 2

16 2023/11/20 透析液供給装置・溶解装置 東レメディカル 血液浄化センター 6

17 2023/12/8 ベネット 980 ME機器センター 東10 11

18 2023/12/20 ベネット 980 ME機器センター 東10 6

19 2023/12/21 Prime Gaia 日本光電 ME機器センター 8

20 2023/12/22 ベネット 980 ME機器センター 東10 7

21 2023/12/26 Prime Gaia 日本光電 ME機器センター 4

22 2024/1/4 ACE 九州テン ME機器センター 10

23 2024/1/5 ACE 九州テン ME機器センター 6

24 2024/1/22 サーボU フクダ電子 ME機器センター 4

25 2024/1/26 耳鼻科４Kカメラセット ストルツ 中央手術部 5

26 2024/2/21 アクアマンティス 日本メドトロニック 中央手術部 4

158

2023年度　新規医療機器導入時研修

26件の開催、158名の参加



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 

 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 
  

 
 ・ 基準の主な内容 

医師免許を有し、医療法（昭和２３年法律第２０５号）の規定に則った者であるとともに、

人格が高潔で学識に優れ、次世代の医療に貢献すべく先端医療研究の推進、優れた医療人の育

成および病院の管理運営に関し識見を有し、以下の点に合致する者 

    １．医療安全管理業務に対する知見・経験 

    ２．病院の管理運営・経営に必要な能力 

    ３．熊本大学病院に求められるミッションの遂行 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

国立大学法人熊本大学病院長候補者選考規則を熊本大学ホームページにて公表。 
 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 

 前年度における管理者の選考の実施の有無 
 
    有・無 

 
 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

熊本大学ホームページにて公表。 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 

特別の関

係 

富澤 一仁 熊本大学 ○ 学長が指名する理事 有・無 

水元 豊文 熊本大学  学長が指名する理事 有・無 

尾池 雄一 
熊本大学 

生命科学研究部 
 医学系研究部会議から選出された者 有・無 

向山 政志 熊本大学病院  病院運営審議会から選出された者 有・無 

福田 稠 熊本県医師会  
熊本県医師会長として、熊本県の医療・

保健・福祉全般に豊富な知見を有する 
有・無 

髙橋 毅 
国立病院機構 

熊本医療センター 
 

・国立病院機構熊本医療センターの院長

として、病院運営に精通している 

・医療安全管理委員会委員として、本院

の医療安全管理体制等について深い

理解を有する 

有・無 

沼川 敦彦 熊本県健康福祉部  

熊本県の医療に係る担当責任者として、

熊本県の医療・保健・福祉全般に豊富な

知見を有する 

有・無 

山本 治美 熊本大学病院  学長が必要と認める者 有・無 



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 

 合議体の設置の有無 
   
  有・無   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院の管理運営・経営等に関する重要事項及び病院長候補適任者の選考に関する事項 
 

・審議の概要の従業者への周知状況 

院内コミュニケーションシステム（ガルーン）により、資料・議事録を掲載し周知 
 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 

・公表の方法 

熊本大学規則集システムやガルーンに掲載し公表 
 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
 

合議体の委員名簿 

氏名 
委員長 

（○を付す） 
職種 役職 

平井 俊範 ○ 医師 病院長、総合臨床研究部長 

坂上 拓郎  医師 
副病院長、呼吸器内科長、総合臨床研

修センター長 

田中 靖人  医師 
副病院長、消化器内科長、中央検査部

長、光学医療診療部長 

安永 純一朗  医師 
血液内科長、膠原病内科長、輸血・細

胞治療部長、感染免疫診療部長 

横井 秀基  医師 
腎臓内科長、腎・血液浄化療法センタ

ー長 

窪田 直人  医師 
糖尿病・代謝・内分泌内科長、栄養管

理部長 

辻田 賢一  医師 
副病院長、循環器内科長、高度医療開

発センター長 

植田 光晴  医師 脳神経内科長 

松井 邦彦  医師 
総合診療科長、地域医療支援センター

長 

福井 寿啓  医師 
副病院長、心臓血管外科長、中央手術

部長 

鈴木 実  医師 呼吸器外科長 

岩槻 政晃  医師 消化器外科長 

山本 豊  医師 乳腺・内分泌外科長 

日比 泰造  医師 
小児外科長、移植外科長、移植医療セ

ンター長 

神波 大己  医師 副病院長、泌尿器科長 



 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

近藤 英治  医師 産科長、婦人科長 

中村 公俊  医師 
小児科長、総合周産期母子医療センタ

ー長、遺伝診療センター長 

宮本 健史  医師 
副病院長、整形外科長、リハビリテー

ション部長 

福島 聡  医師 皮膚科長、中央材料部長 

増口 信一  医師 形成外科長 

井上 俊洋  医師 眼科長 

折田 頼尚  医師 
病院長特別補佐、耳鼻咽喉科・頭頸部

外科長 

中山 秀樹  歯科医師 歯科口腔外科長 

白石 慎哉  医師 画像診断・治療科長 

大屋 夏生  医師 放射線治療科長、中央放射線部長 

竹林 実  医師 神経精神科長、心理支援センター長 

武笠 晃丈  医師 
副病院長、脳神経外科長、地域医療連

携センター長 

平田 直之  医師 
副病院長、麻酔科長、集中治療部長、

ME機器センター長 

三上 芳喜  医師 病理部長 

入江 弘基  医師 病院長特別補佐、救急部長 

中村 太志  医師 副病院長、医療情報経営企画部長 

齋藤 秀之  薬剤師 薬剤部長 

笠岡 俊志  医師 災害医療教育研究センター長 

野坂 生郷  医師 がんセンター長 

吉武 淳  医師 緩和ケアセンター長 

山本 治美  看護師 副病院長、看護部長 

吉富 晃子  臨床検査技師 医療技術部長 

近本 亮  医師 副病院長、医療の質・安全管理部長 

中田 浩智  医師 病院長特別補佐、感染制御部長 

山下 恵太  事務職員 副病院長、病院事務部長 



 
 
 

 
 
 

規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 
 

 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限    

 

 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

熊本大学規則集システムによる公表 
 

 ・ 規程の主な内容 

「熊本大学病院規則」、「熊本大学学則」 
 
病院規則において、「特定機能病院の管理者として管理運営に関する権限に基づき、業務を

総括し、所属職員を監督する。」、「病院の管理及び運営に必要な病院の人事(学長の選考開

始の許可を必要とするものを除く。)及び予算執行の権限を有する。」と規定されている。ま

た、病院長は、病院経営担当の副学長として任命されており、熊本大学学則の規定に基づき、

学長を助け、命を受けて校務（病院経営等）をつかさどっており、開設者である学長から当該

校務に係る権限を与えられている。 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

・副病院長：病院長の職務の一部を補佐 

    ・病院長特別補佐：病院長が命ずる病院における特別な事項を担当し、病院長を補佐 
 
 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

病院長、副病院長及び病院長特別補佐の病院中枢の執行部が、病院運営の課題や将来の展望

・方向性等を意見交換し共通理解を図ることを趣旨とした「病院運営カンファレンス」におい

て、構成員は各担当分野について問題意識をもって同会議に臨んでいる。 

また、新たなセンター等の組織の設置や中期目標・中期計画の推進等、病院運営における重

要事項を検討するＷＧやＰＴの座長に副病院長を指名し、副病院長のマネジメント力のスキル

アップを図っている。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

  本院の医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、

医療機器安全管理責任者等の業務の状況について病院長から報告を求め、又は必要に応じ確認を実

施するとともに、必要に応じ医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよう意見を述べる。  

また、監査報告書を学長に提出するとともに、監査結果を公表する。 
 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

  熊本大学ホームページによる公表 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 利害関係 

委員の要件 

該当状況 

西平 淳子 

琉球⼤学病院  

安全管理対策

室 

○ 
医療安全管理に関す

る識見を有する者 
有・無 1 

森髙 啓喜 
森髙・吉見法

律事務所 
 

法律に関する識見を

有する者 
有・無 1 

馬見塚 まゆみ 
がんサロンネ

ットワーク 
 

医療を受ける者その

他の医療従事者以外

の者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 

 ・体制の整備状況及び活動内容 
 

熊本大学監事監査において、法令等に従い、業務の適正かつ効果的、効率的、経済的な運営を

図ること及び会計経理の適正を確保するための監査を実施。 

   熊本大学内部監査において、業務の有効性及び効率性並びに業務処理の適法性について検証す

るとともに、リスク・マネジメント、内部統制及びガバナンス・プロセスの有効性について評価

し、その結果に基づき是正又は改善のための助言、提言を行うための監査を実施。 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 

 ・ 公表の方法 

熊本大学ホームページによる公表 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 

 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 

外部有識者を含めた８名の委員で構成する熊本大学病院アドバイザリー会議を設置しており、

令和５年度の会議を令和６年１月１８日に開催した。 

同会議において、病院経営の課題と戦略、新型コロナウイルス感染症への対応状況、医師の働

き方改革に係る取組、職員の処遇改善・各職種の増員、診療業務の改善・患者サービス向上に関

する取組、地域医療連携体制強化の取組、教育・研究機能強化の取組等について意見交換が行わ

れた。 

 

 ・ 会議体の実施状況（ 年１回 ） 
 

 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１回 ） 
 

 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 

 ・ 公表の方法 

熊本大学ホームページによる公表 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：熊本大学病院アドバイザリー会議 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
利害関係 

富澤 一仁 理事・副学長 ○ 有・無 

笠原 慶久 
株式会社肥後銀行 代表取締役頭取 

熊本経済同友会代表幹事 
 有・無 

竹内 信義 熊本県副知事  有・無 

村田 信一 
熊本大学同窓会連合会会長 

熊本大学武夫原会会長 
 有・無 

倉津 純一 桜十字病院理事長・院長  有・無 

中尾 浩一 済生会熊本病院院長  有・無 

福田 稠 
熊本県医師会会長 

医療法人社団 愛育会 福田病院 理事長 
 有・無 

馬場 秀夫 一般財団法人化学及血清療法研究所理事長  有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

  メール、電子掲示板への掲示、院内研修会での周知 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

本院ホームページ、公式SNS、熊大病院ニュース（年２回発行）、熊大病院概要（毎年度発

行）等を活用し、本院の役割に関する情報を発信している。 

また、本院の魅力を端的かつインパクトのある映像で伝えるために、建物・診療風景等の

映像や職員へのインタビューを加えて誰にでもわかりやすく病院の魅力や各診療科等の取り

組み等を伝えることができる番組やプロモーション動画の作成を行った。番組については令

和６年２月にテレビにて放送を行い、プロモーション動画については熊本大学病院ホームペ

ージ内に掲載を行った。 

なお、地元メディア等からの取材依頼に積極的に応じ、熊本県で唯一の特定機能病院とし

て、その果たすべき役割について地域に広く情報発信している。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

当該科からのコンサルテーション依頼に基づき、他の診療科が必要に応じて診療・治療・

検査等を連携して行う。 

 

 

 

 


